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004 C o v e r  S t o r y光を観る旅へ：
2025 台湾ランタンフェスティバル＠桃園

018 町 さ ん ぽ国民的女神に追随する歩みは、信仰の純粋な力を物語る
024 特 企大稲埕で旧正月用品を揃えようお土産おすすめ 10 選
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034 S P O R T Y  T A I W A Nランニングで感じる台湾の土地、そしてユニークな人情台湾マラソン競技のすすめ
I N FORMAT I ON S

036 コラム——果物屋：懐かしさいっぱいの台南老舗かき氷屋
039 コラム——台湾・風景・詩
040 コラム——FOUNTAIN 新活水　第 19 回
042 数字でみる台湾観光情勢

p.030

「白沙屯媽祖北港進香」。毎年の天数
やルートが神明によって、決められる
ため固定されておらず、通常は毎年 3
月から 4 月の間に行われます。
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たった今ゴマの白玉を食べたばかりで、口の中には、あの甘い香り
と温かみが残っている。道端で子どもが手にしている、小さな蛇の形
をしたランタンがゆらゆらと揺れ、夜の暗闇の中にきらめいて、まる
で極地の上の星屑のように見える。元宵節の色とりどりのランタン
が、流れゆく絵画のように目に映る。
今回のカバーストーリーでは、光と同行する旅程へと踏み出して、
元宵節の魅力を一緒に探索してみよう。ランタンが光り輝く祭典を通
じて、台湾の夜の輝く瞬間にお連れして、各地の特色あるランタンフ
ェスティバルを探索し、光と影の織りなす美しいストーリーを発掘し
ようと思う。同時に、来年の元宵節の時期に、桃園に来て我々と共に、
この温もりと楽しさに満ちた祝日を一緒に過ごすようおすすめする。
台湾のきらめく光と人情味をぜひ体感していただきたい。

C O V E R  S T O R Y
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外
国
の
旅
行
客
が
台
湾
に
来
る
と

き
、
一
般
的
に
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

絶
品
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ー
ド
を
体
験
し

た
り
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
の
旧
市
街
建

築
物
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た

り
す
る
。
し
か
し
、
あ
る
「
祝
祭
日
」

を
お
す
す
め
し
て
、
特
色
あ
る
グ
ル
メ
、

活
気
を
感
じ
さ
せ
る
人
混
み
、
さ
ら
に

は
文
化
的
意
味
合
い
を
持
つ
民
間
の
祭

典
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
し
た
ら
、「
元

宵
節
」
は
、
決
し
て
見
逃
せ
な
い
選
択

肢
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

旧
暦
正
月
15
日
の
元
宵
節
は
、
伝
統

的
な
春
節
の
最
終
日
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
休
暇
か
ら
仕
事

に
復
帰
し
、
店
も
ほ
と
ん
ど
営
業
を
再

開
し
て
い
る
。
春
節
の
休
暇
中
と
は
異

な
り
、
旅
行
客
は
台
湾
の
祝
祭
日
の
独

特
な
雰
囲
気
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
「
満
月
の
夜
」

に
込
め
ら
れ
た
中
華
文
化
の
奥
深
い
影

響
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
の
象
徴
的
な
意

義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
絶
好
の
機

会
で
も
あ
る
。

元
宵
節
の
由
来
と
習
俗

日
本
に
も
正
月
15
日
の
「
小
正
月
」

と
い
う
祝
祭
日
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
元

宵
節
の
も
つ
文
化
的
意
味
合
い
と
は
非

常
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
「
上
元
節
」

と
い
う
別
名
を
持
つ
元
宵
節
の
歴
史
が

長
く
、
そ
の
由
来
は
諸
説
紛
紛
と
し
て

い
る
。
一
説
で
は
、
道
教
の
神
の
誕
生

日
と
か
、
仏
教
で
ラ
ン
タ
ン
を
と
も
し

て
仏
を
敬
う
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
民
間
信
仰
と
融

合
し
、
時
代
を
経
る
中
で
形
を
変
え
な
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が
ら
発
展
し
、
現
在
の
よ
う
に
広
く
知

ら
れ
る
祝
祭
日
と
な
っ
た
。

歴
史
の
長
い
民
俗
的
祝
祭
日
と
し
て
、

元
宵
節
に
も
い
く
つ
か
興
味
深
い
言
い

伝
え
が
あ
る
。
例
え
ば
、
天
を
つ
か
さ

ど
る
玉
皇
大
帝
が
、
天
の
神
を
見
守
る

神
聖
な
ガ
チ
ョ
ウ
が
漁
師
に
よ
っ
て
殺

さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
天
か
ら
兵
を

遣
わ
し
て
人
間
を
焼
き
払
う
よ
う
命
令

し
た
。
し
か
し
、
人
類
の
行
く
末
を
憐

れ
ん
だ
女
官
に
よ
っ
て
そ
の
知
ら
せ
が

漏
れ
伝
え
ら
れ
た
。
人
々
は
赤
い
ラ
ン

タ
ン
を
掲
げ
て
、
大
火
事
に
な
っ
て
い

る
様
子
を
装
っ
た
た
め
、
こ
の
災
い
か

ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
、
ラ

ン
タ
ン
を
掲
げ
た
り
空
に
放
つ
と
い
う

習
俗
が
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
一
家
団
ら
ん
を
象
徴
す
る

「
元
宵
」
を
一
杯
食
べ
る
の
も
、
台
湾
人

に
と
っ
て
重
要
な
習
俗
で
あ
る
。
冬
至
に

食
べ
る
、
も
ち
米
に
餡
を
包
ん
で
こ
ね

て
作
る
「
湯
円
」
と
は
異
な
り
、
元
宵

は
、
小
さ
な
四
角
に
切
っ
た
餡
を
竹
ざ
る

の
上
に
転
が
し
て
、
絶
え
間
な
く
「
揺

ら
し
続
け
る
」
こ
と
で
作
ら
れ
る
。
そ

の
口
当
た
り
は
も
っ
と
柔
ら
か
く
、
湯

円
の
よ
う
に
も
ち
も
ち
と
は
し
て
い
な

い
。
一
部
の
店
で
は
、
自
家
製
の
キ
ン
モ

ク
セ
イ
シ
ロ
ッ
プ
と
合
わ
せ
て
、
ま
た

は
溶
き
卵
を
入
れ
て
甘
い
ス
ー
プ
を
作

っ
て
い
る
。
冬
の
夜
に
食
べ
る
と
身
も

心
も
す
っ
か
り
温
ま
り
、
祝
祭
日
に
食

べ
る
ス
イ
ー
ツ
と
し
て
欠
か
せ
な
い
。

元
宵
節
を

楽
し
み
尽
く
す
に
は
？

台
湾
綝
綧
絳
綧
綉
絛
絭
絺
絗
綄
綟

元
宵
節
の
期
間
に
登
場
す
る
「
台
湾

ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
台

湾
の
一
般
市
民
と
観
光
客
か
ら
広
く
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と

つ
。
毎
年
の
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
そ
の
年
の
干
支
が
テ
ー
マ
と

な
る
。
様
々
な
県
や
市
が
交
代
で
開
催

し
、
主
催
者
は
そ
の
土
地
の
特
色
と
ど

の
よ
う
に
融
合
さ
せ
て
、
展
示
エ
リ
ア

の
デ
ザ
イ
ン
や
配
置
を
行
う
か
を
決
定

し
て
い
く
。
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
展
示
エ
リ
ア
に
は
各
種
の
特
色
あ
る

エ
リ
ア
が
あ
り
、
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
招
い
て
ラ
ン
タ
ン
を
共
同
創
作

す
る
。
こ
れ
も
、
台
湾
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
大
き
な
見
ど
こ
ろ
だ
。

定番スイーツ

元
宵

御 品 元 冰 火 湯 圓
台湾ミシュランガイドビブグルマンに掲載された元宵。2年間
寝かせた古いもち米を浸水させた後に粉状にし、餡は、冷凍し
たラードをベースに作ったゴマとピーナッツの餡。匠たちが手
作業でゆすって作った元宵は全てまん丸で、外皮は透き通るよ
うに輝き、口当たりは柔らかく、中の餡が口の中でとろりと溶
けだし、満足感は十分。

 台北市大安区通化街39巷50弄31号
 月曜-金曜日 18:00-23:00；土日曜 17:30-24:00

基 隆 全 家 福 元 宵
玄人は、箱に描かれている2匹の異色のドナルドダックを見る
と、美味しいものにありつけることを知っている。60年の歴史
を持つ全家福元宵は、ラードを使用し、炒めたゴマと混ぜ合わ
せて餡を作る。豊かな香りの餡が甘みとともに口の中いっぱい
に広がる。旅行で基隆を訪れるなら必食のおいしさ。

 基隆市仁愛区愛四路50-1号
 16:00-23:30 月曜休

text／何昱泓·photo／吳俊諺007



観
光
に
来
た
ら
、
記
念
品
を
家
に

持
ち
帰
り
た
い
と
思
う
も
の
だ
が
、
ラ

ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
期
間
中
に

は
干
支
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ミ
ニ
ラ
ン

タ
ン
が
無
料
で
配
ら
れ
る
。
こ
れ
を
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
よ
う
と
大
勢
の
旅

行
客
が
よ
く
行
列
を
作
っ
て
い
る
。
ラ

ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
現
場
の
人

混
み
が
い
や
だ
と
い
う
場
合
は
、
台
湾

各
地
の
廟
で
も
、
自
分
で
組
み
立
て
る

タ
イ
プ
の
ラ
ン
タ
ン
も
用
意
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
組
み
立
て
て
電
池

を
入
れ
る
と
、
台
湾
に
い
な
く
て
も
、

異
国
の
地
で
元
宵
節
を
祝
う
こ
と
が

で
き
る
。

童
䊻
⴨
䗞
畸

台
北
か
ら
車
で
約
40
分
ほ
ど
の
距
離

に
あ
る
平
溪
は
、
3
6
5
日
ラ
ン
タ
ン

を
空
に
放
つ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
多

く
の
観
光
客
が
こ
こ
を
目
当
て
に
訪
れ

て
く
る
。
ド
ラ
マ
「
ソ
ロ
活
女
子
の
ス

ス
メ
」
で
も
、
ロ
ケ
の
た
め
こ
の
場
所

に
訪
れ
て
撮
影
を
し
た
。
し
か
し
、
毎

年
元
宵
節
に
し
か
開
催
さ
れ
な
い
「
平

溪
天
燈
節
」
で
は
、
旅
行
者
が
ラ
ン
タ

ン
に
願
い
事
や
幸
福
祈
願
を
書
い
て
、

点
火
後
に
何
千
と
い
う
ラ
ン
タ
ン
が
空

に
放
た
れ
、
壮
観
な
光
景
が
広
が
る
。

こ
の
光
景
と
な
る
、
平
溪
の
ラ
ン
タ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
2
0
1
3
年
に

世
界
「
死
ぬ
ま
で
に
行
っ
て
み
た
い
場

所
」
ト
ッ
プ
14
に
選
ば
れ
た
。

ⱦ
䁃
嬸
䓄
素
䓎
竔
❎
稞

極
限
ま
で
挑
戦
し
て
刺
激
を
求
め
る

旅
行
客
で
あ
れ
ば
、
台
南
で
世
界
三
大

民
俗
祭
り
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
塩
水
蜂

炮
」
や
台
東
の
「
炸
寒
単
爺
」
祭
り
を

訪
れ
る
の
も
い
い
。

清
朝
の
台
湾
で
始
ま
っ
た
塩
水
蜂
炮

は
、
一
説
に
よ
る
と
、
地
元
住
民
が
、

関
聖
帝
君
が
疫
病
を
収
束
で
き
る
よ
う

祈
願
す
る
た
め
、
神
輿
の
巡
行
が
塩
水

の
全
域
を
回
っ
た
際
、
同
時
に
爆
竹
を

鳴
ら
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。

疫
病
が
収
束
し
た
後
、
今
日
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
無
数
の
爆
竹
を
一
斉
に
爆
発

さ
せ
、
こ
の
小
さ
な
町
全
体
を
こ
う
こ

う
と
明
る
く
照
ら
す
爆
竹
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
。

台
東
の
炸
寒
単
爺
は
、
大
量
の
爆
竹

を
鳴
ら
す
と
は
い
え
、
信
徒
の
一
人
が

裸
に
赤
い
短
パ
ン
一
枚
の
格
好
で
、
頭

巾
を
頭
か
ら
被
っ
て
寒
単
爺
に
扮
し
た

信
徒
に
向
け
て
爆
竹
を
投
げ
つ
け
る
も

の
で
あ
る
。
絶
え
ず
爆
撃
す
る
の
は
、

寒
さ
を
駆
逐
し
、
富
を
迎
え
る
こ
と
を

象
徴
す
る
宗
教
活
動
で
あ
る
。
人
々

は
、
爆
竹
を
鳴
ら
す
こ
と
で
豊
か
に
な

り
、
そ
の
年
の
金
運
も
上
が
る
と
信
じ

て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
は
イ
ン
パ
ク
ト
に

満
ち
た
も
の
だ
が
、
参
加
時
に
は
必
ず

主
催
者
の
指
示
に
従
っ
て
、
防
護
措
置

を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
回
の
旅
行
は

元
宵
節
の
時
期
に
！

元
宵
節
、
端
午
の
節
句
、
そ
し
て
中

秋
節
は
台
湾
の
三
大
伝
統
祝
日
と
し
て

並
び
称
さ
れ
る
が
、
そ
の
多
様
性
や
興

味
深
さ
は
、
人
に
深
い
印
象
を
残
す
も

の
で
あ
る
。
美
と
技
の
競
演
と
も
い
え

る
台
湾
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か

ら
、
至
る
所
で
爆
竹
を
鳴
ら
す
炸
寒
単

爺
や
塩
水
蜂
炮
ま
で
、
元
宵
節
は
、
旅

行
客
に
と
っ
て
、
台
湾
の
文
化
や
情
熱

を
深
く
体
験
で
き
る
機
会
で
あ
ろ
う
。

次
回
、
台
湾
を
訪
れ
る
際
、
ち
ょ
う
ど

春
節
の
時
期
に
重
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
時

間
を
取
っ
て
、
台
湾
式
の
元
宵
節
を
体

験
す
る
の
を
お
忘
れ
な
く
。
●

光 の 旅 行 が は じ ま る 前 に 008
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毎
年
、
元
宵
節
に
は
、
大
規
模
な
「
台
湾
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
他
に
も
、

台
湾
各
地
で
も
あ
ら
ゆ
る
規
模
の
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
祭
典
が
開
催
さ
れ

る
。
そ
の
中
で
有
名
な
3
大
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ベ
ン
ト
は
、
塩
水
蜂
炮
、

月
津
港
燈
節
、
平
溪
天
燈
節
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
豊
富
な
文
化
的
意
味
合
い
と
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
さ
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
、
国
内
外
か
ら
無
数
の
旅
行
客
が
訪
れ
る
。

　

台
南
月
津
港
燈
節

毎
年
、
元
宵
節
の
期
間
に
台
南
の
塩
水
で
開
催
さ
れ
る
「
月
津
港
燈
節
」
は
、
歴
史

と
人
文
を
テ
ー
マ
に
、
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
と
水
辺
の
風
景
を
融
合
さ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。
光
と
影
を
生
み
出
す
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
に
よ
っ
て
、
塩
水
と
い
う
小
さ

な
町
が
、
夜
間
美
術
館
の
よ
う
に
輝
く
。

紃
紜
紞
紧
ⱦ
㵺
私
籇
紣
紂
紉
絃  

明
嶸
索
畩
紦
亹
⟛

2
0
1
0
年
、
地
方
芸
術
団
体
が
発
起
し
た
月
津
港
燈
節
は
、
光
と
影
の
芸
術
と
水
辺

COVER STORY

┼ֵ։גⰱ笄ֲ
欐ׅב։֍
台䊐�⴦元宵節畳惸行≿

塩水蜂炮糙月津港燈節糙平溪天燈節
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の
風
景
を
融
合
さ
せ
、
初
め
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
で
の
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
計
画
し
た
。
伝
統
的
な
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
よ
く
見
ら
れ
る
「
十
二
支
」
の

テ
ー
マ
で
は
な
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
作
に
よ
る
斬
新
な
表
現
が
特
徴
だ
。

┼
素
㍲
紦
囧
簆
紟
糙
紺
糾
一
㊫
㭜
紣
䒅
絊
素
紺
紑  

月
津
港
燈
節
の
最
大
の
特
色
は
、
光
と
影
の
芸
術
を
地
元
の
水
辺
と
見
事
に
融
合

さ
せ
、
独
特
な
視
覚
の
饗
宴
を
創
り
出
し
て
い
る
点
だ
。
月
津
港
の
水
路
が
主
な
展

示
エ
リ
ア
と
な
り
、
作
品
は
水
面
や
港
、
狭
い
路
地
な
ど
に
点
在
し
て
い
る
。
そ
の

深
み
の
あ
る
芸
術
的
雰
囲
気
は
、
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
。
訪
れ
た
人
々
は
徒

歩
で
散
策
し
な
が
ら
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
水
上
の
イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
鑑
賞
す
る
こ
と
も
で
き
、
様
々
な
角
度
か
ら
光
と
影
の
魅
力
を
堪
能
で

き
る
。

毎
年
の
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
テ
ー
マ
は
異
な
る
も
の
の
、
地
元
の
特

色
あ
る
文
化
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
塩
業
の
歴
史
と
塩
水
蜂
炮

は
、
地
方
の
色
合
い
を
色
濃
く
残
し
て
お
り
、
国
内
外
の
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招

い
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
音
と
光
の
技
術
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
や
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン
と
融
合
し
て
、
未
来
感
に
満
ち
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
ま
る

で
夢
の
世
界
に
い
る
よ
う
な
感
覚
に
さ
せ
る
。

    　

新
北
平
溪
天
燈
節  

新
北
平
溪
天
燈
節
は
、
台
湾
北
部
で
最
も
代
表
的
な
元
宵
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
、

台
南
の
塩
水
蜂
炮
と
並
ん
で
有
名
で
あ
り
、
「
南
の
蜂
炮
、
北
の
天
燈
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
ラ
ン
タ
ン
を
空
に
放
つ
の
が
イ
ベ
ン
ト
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
毎
年
、
数

十
万
人
の
旅
行
客
が
来
訪
し
、
か
つ
て
は
C
N
N
の
「
世
界
中
で
や
る
べ
き
52
の
こ

と
」
に
選
出
さ
れ
、
そ
の
国
際
的
な
注
目
を
集
め
、
独
自
の
魅
力
が
世
界
に
広
が
っ
た
。

月 津 港 燈 節
 2025/1/��щ�/��       Ѳ  ൳ം፴塩水区Ꮱᬸ㄃1

（月津港親水公園、塩水巷弄街区、大衆廟）
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亠
紣
㥇
紗
組
絃
綝
綧
絳
綧
紧
䔷
≿
紦
䰅
絁
紓

昔
の
平
溪
に
は
山
賊
が
は
び
こ
っ
て
い
た
た
め
、
村
人
は
ラ
ン
タ
ン
を
空
に
放
つ

儀
式
に
よ
っ
て
無
事
を
互
い
に
確
認
し
あ
っ
て
い
た
。
時
代
が
進
む
に
つ
れ
、
ラ
ン

タ
ン
を
空
に
放
つ
行
為
は
、
実
用
的
な
機
能
か
ら
幸
福
祈
願
の
象
徴
へ
と
姿
を
変
え
、

人
々
が
幸
福
や
平
安
に
対
す
る
願
い
を
託
す
も
の
と
な
っ
た
。

⋖
岜
䪤
索
┶
竓
畸
紦
䶑
╪
素
索
絃

1
9
9
0
年
代
に
復
活
し
た
「
平
溪
天
燈
節
」
の
主
な
み
ど
こ
ろ
は
、
ラ
ン
タ

ン
を
空
に
放
つ
と
こ
ろ
で
、
場
所
は
十
分
、
菁
桐
と
平
溪
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。
伝
統
的
な
ラ
ン
タ
ン
は
竹
ひ
ご
と
紙
で
作
ら
れ
る
。
ラ
ン
タ
ン
の
表
面
に
は
願

い
事
や
幸
せ
を
祈
る
言
葉
が
書
か
れ
て
お
り
、
希
望
と
祈
願
を
天
に
届
け
る
こ
と

の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
数
百
も
の
ラ
ン
タ
ン
が
同
時
に
空
に
放
た
れ
る
と
、
火

の
光
が
夜
空
に
映
え
て
、
壮
観
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
風
景
が
広
が
る
。
お
と
ぎ
話

の
中
の
画
面
を
彷
彿
と
さ
せ
、
見
る
人
に
い
っ
ぱ
い
の
幸
福
と
感
動
を
与
え
る
。

ラ
ン
タ
ン
を
空
に
放
つ
ほ
か
、
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
文
化
創
意
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
、
芸
陣
（
伝
統
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
や
ラ
ン
タ
ン
シ
ョ
ー

な
ど
と
も
融
合
し
て
、
豊
富
な
イ
ベ
ン
ト
体
験
が
で
き
、
旅
行
客
は
思
い
出
に
沢
山

の
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

台
南
塩
水
蜂
炮

2
月
に
台
湾
旅
行
に
訪
れ
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
台
南
塩
水
蜂
炮

は
決
し
て
見
逃
せ
な
い
一
大
文
化
行
事
で
あ
る
。
こ
の
長
い
歴
史
を
持
つ
イ
ベ
ン
ト
に

は
民
間
信
仰
が
含
ま
れ
、
壮
観
な
花
火
シ
ョ
ー
と
に
ぎ
や
か
な
街
頭
で
の
祭
典
も
こ
れ

に
付
随
し
て
い
る
。

 

光 の あ る 場 所 に 集 ま り あ う

倞 ⻍ 䎂 彰 㣔 燈 節
 2025/2/�、�/��       Ѳ  ᢈ北፴平渓区㙝ᇫ㄃ॼᲗ���ൺ2

（平渓国中、十分広場）
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⌐
冗
䪤
索
䀠
間
⏒
⋣
絊
䊡
䃚
素
紑
絃  

 

塩
水
蜂
炮
は
、 

古
く
は
清
朝
の
光
緒
年
間
（
西
暦 
1
8
8
5
 年
）
に
遡
る
。
当
時
、

塩
水
地
区
で
は
疫
病
が
蔓
延
し
て
お
り
、
住
民
た
ち
は
「
関
聖
帝
君
（
か
ん
せ
い
て
い

く
ん
）
」
の
加
護
を
祈
る
た
め
、
旧
暦
正
月
15
日
の
元
宵
節
の
夜
、
夜
明
け
ま
で
爆
竹

を
鳴
ら
し
続
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ⴛ
亠
絊
◺
終
峷
紇
糙
䪝
⇼
䪙
紦
䘜
伡  

塩
水
蜂
炮
で
最
も
印
象
的
な
の
は
、
密
集
し
た
花
火
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
が
飛

び
交
う
壮
観
な
光
景
だ
。
塩
水
の
街
全
体
が
光
に
包
ま
れ
、
整
然
と
並
べ
ら
れ
た

2
0
0
万
本
も
の
爆
竹
が
一
斉
に
点
火
さ
れ
、
地
面
か
ら
夜
空
へ
と
光
が
舞
い
上
が

る
様
子
は
、
無
数
の
流
星
が
き
ら
め
く
光
景
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
爆
竹
は
、

厄
除
け
や
平
安
祈
願
と
い
う
願
い
を
象
徴
し
て
お
り
、
一
般
市
民
に
視
覚
的
な
イ
ン
パ

ク
ト
と
心
理
的
な
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
。

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
塩
水
の
街
は
、
に
ぎ
や
か
で
特
別
な
祭
典
の
場
所
に
姿
を
変
え
る
。

伝
統
的
な
龍
舞
や
獅
子
舞
の
シ
ョ
ー
、
各
種
の
民
俗
的
ゲ
ー
ム
、
美
味
し
い
台
湾
の
ス
ナ
ッ

ク
屋
台
ま
で
、
旅
行
客
は
、
地
元
文
化
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
。
●

       

〵 ⽂ 㞂 宐 踡 挪
 2025/2/��щ�/��       Ѳ  ൳ം፴塩水区नⓋ㄃�3�ൺ3

（塩水国中運動場）

楽しく蜂炮を楽しみましょう！

参加する前に、この写真のように準備してくださ
い！最も重要な原則は、体全体をしっかり覆い、で
きるだけ肌を露出しないようにすることだよ。
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ⴙ端ֱ澛⚍י解֔放֫痲
����台䊐ֶذؕר؋׾׬ؚظ؄ظخ㱍園֮槓⒟

箭欐攨ֵ֑֠֠؈آ׾׈ ؍

03

2025 年の台湾ランタンフェスティバルは桃園・青埔で開催される。盛大な元宵節の行事に参加し、見切れ

ないほど多くのランタンを楽しむ他に、もし旅程にちょっと余裕があれば、ついでに有名な建築士が設計し

た大型美術館を訪れたり、そのそばにある中壢市街に足を延ばしたり、閩南、客家、外省人居住区、先住民

族と新住民が作り出す特色あるグルメを楽しんだりと、多様な文化が織りなす桃園市の魅力を体感できる。

GOOGLE MAP

014

66 77
44

55
捷運老街溪站

⚥㡙抡鮦站中豐北路

民德路
新民路

中央東路
中山路

中美路中央西路
中央西路

中正路

넞꘮呠㕨站
33

11
22

青埔路一段
青埔路一段

公園路二段

高鐵北路一段

高鐵北路二段

大仁路

領航北路三段高鐵南路一段

領航北路二段



桃園高鉄駅に隣接する青塘園は、灌漑用のため池を改造して作られた。親水スロープや木材で

できた桟道などの施設がある。日中は蓮の花と水生植物がその美しさを競い、夜は景観橋と「永

遠の塔」のライティングがロマンチックな雰囲気を醸し出す。親子連れや写真愛好家がここを訪

れ、生態と都市の美学が融合した絶好の旅行スポットである。

　  
 桃園市中壢区文徳路300号　  無休

台湾で最も美しい児童美術館と呼ばれるにふさわしい美術館である。日本人建築士の山本理

顕が、「芸術山丘」のデザインコンセプトのもとに創り上げた建物。美術館の建築は 45 度の斜

面と純白の Z型の景観歩道がその特徴となっている。光と影の効果により、空間全体が明るく、

絶好の撮影ポイントである。館内の展示は芸術と稚気が融合しており、インタラクティブな遊具

や教育イベントが用意されており、親子連れで遊ぶのに最適である。

 桃園市中壢区高鉄南路二段90号　  09:30-17:00 火曜休　$ 入場料NTD100

台湾初の、書道をテーマとした美術館である。その造形は、硯と墨池にインスピレーションを

受けたもので、建築士が打放しコンクリートと自然の景観を融合させて、書道芸術の優雅な雰囲

気を表現している。館内は ABC の 3 棟に分かれ、多様な書道作品を展示している。伝統と現代

のイメージを融合させ、さらにはインタラクティブエリアが設けられており、訪問者が書道創作

を体験できるようになっている。

 桃園市中壢区青埔里領航北路二段99号　  09:00-17:00、月曜休　$ 入場料NTD100

殚窿園
1

㱍園㈆
╄伍美簆館

2

㸸山㬃䃦
囧簆館

3
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米干は中国・雲南省が起源であり、戦争に伴う移民によって、異なる場所の食文化が桃園地方

に伝わってきたものである。米干は、ライスミルクを手作業で蒸して作られるもので、豚骨を煮

込んでできたカオタンスープに、豚レバー、赤身肉、卵、ネギ、酸菜（漬物）などのあらゆる付

け合わせと一緒にいただく。素朴ながらも濃厚な味わいで、日常の三食をいたわるような味わい

深い食べ物である。

　  
 桃園市中壢区中正路370号1階　  10:00-22:00 無休

檇美傜㉷
∡Ⳡ㊜

4

2025
台湾ランタンフェスティバルは

桃園で開催

2025台湾ランタンフェスティバルは「光聚千塘串桃
園」をテーマに、伝統的なランタンやアートデザイン、
環境保護と省エネ、地元の特色、イノベーションやテ
クノロジーなどの要素を融合させ、五感を刺激する壮大
な体験を提供する。期間は2月12日から2月23日まで。
数々の美しいランタン芸術作品を、桃園空港MRT A18
駅(高鉄桃園駅)駅前広場、及びA19駅(桃園体育園区駅)
の周辺エリアで幅広く展示。2つの大きな展示エリアで
は、合計でメインのランタン1台、サブのランタン2台
及び11のテーマランタンエリアがあり、300点以上の作
品を展示する。

外省人居住区の文化的影響を色濃く受けた中壢地区において、台湾牛肉麺は決して外せないロ

ーカルグルメである。地元民に深く愛される牛肉伝奇は、醬油味と塩味の牛肉麺を提供している

ことで有名である。具材が豪快に使われており、牛スネと牛スジはどれも大ぶりで、とても得し

た気分になる。スープはしょっぱすぎることなく、ほのかな辛味があり、店で付いてくる酸菜と

ラー油（辛い！）と合わせると、スープの風味がぐっと増すのである。

　  
 桃園市中壢区民族路73号　  11:00–14:30、16:30–21:00 月曜休

䙴咴⌐ⵆ
6

店内で販売される客家のグルメには紅粄（もち米でできた団子）、艾草粄（よもぎの草餅）、発

糕（蒸しケーキ）などがあるが、その中で一番好まれているのは糍粑（客家版の大福）である。砂

糖とピーナッツ粉をまぶしていただくと、もちもちとした食感で、噛みしめるたびに砂糖のカリッ

とした食感が味わえる。この他にも、店内のおすすめ料理も一食の価値がある。豚肉の餡に大根の

千切りを混ぜて、さらに海老の殻と白ゴマを加えて味を調えたものである。外の生地は柔らかく、

熱々で食べると、内側の餡から漂ってくる油の香りで、1個食べるだけでは物足りない。

桃園市中壢区中正路268号　  24時間営業　無休

♺⺻⺻篬窜
7

1911 年に創立。最初はピーナッツの搾油業として起業。その後、ピーナッツやゴ

マなどのナッツ類食品の生産に変更した。店内では、ピーナッツ飴やゴマペースト

など、多くの種類の製品を提供している。そのうち、店内で販売されているピーナ

ッツとゴマ風味のできたてソフトクリームは、決して外せないほどの美味しさ。

 桃園市中壢区中正路349号　  09:00 – 17:30 無休

㌶悃䫺行
5

多 彩 な 魅 力 を 解 き 放 つ

2 / 1 2-2 / 2 3
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text、illustration／朱朱（黃朱平）、樺子　photo／吳俊諺

遶境は難しくない。行けばいいだけ

町 さ ん ぽ 01



の
べ
1
0
0
万
人
が

媽
祖
に
随
行
す
る

地
上
最
大
の
集
団
移
動

媽
祖
進
香
活
動
の
源
流
と
い
え
る
も

の
は
、
最
初
は
移
民
と
関
係
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
古
代
の
人
々
は
漁
業
を

営
み
、
商
売
を
し
て
い
た
が
、
も
と
も

と
住
ん
で
い
た
場
所
の
人
口
が
飽
和
し

た
た
め
、
そ
の
外
部
に
生
活
圏
を
開
拓

し
た
。
台
湾
海
峡
を
横
断
し
、
台
湾
に

到
着
し
た
後
、
媽
祖
を
祀
る
場
所
は
、

も
う
一
つ
の
家
で
あ
っ
た
船
の
上
か
ら

家
の
中
に
移
り
、
生
活
が
安
定
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
廟
を
建
立
し
て
祀

り
、
一
定
の
期
間
ご
と
に
故
郷
に
戻
っ

て
参
拝
す
る
。

「
湄
洲
参
拝
」
、
「
泉
郡
（
泉
州
）

参
拝
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

2
つ
の
土
地
の
交
流
を
通
じ
て
、
期
間

を
決
め
て
外
地
に
出
て
あ
ら
ゆ
る
神
々

を
訪
問
し
、
客
と
し
て
交
流
し
、
大
き

な
廟
に
行
っ
て
講
習
を
受
け
、
霊
力
を

高
め
る
こ
と
を
「
進
香
」
（
参
拝
）
と

い
う
。
例
え
ば
、
「
白
沙
屯
媽
祖
、
山

辺
媽
祖
北
港
進
香
」
で
は
、
2
人
の
媽

祖
が
同
じ
神
輿
に
乗
っ
て
朝
天
宮
に
訪

問
す
る
。
2
0
2
4
年
に
は
申
込
人
数

が
18
万
人
に
の
ぼ
り
、
過
去
最
高
を
記

録
し
た
。

旧
暦
3
月
2
3
日
の
媽
祖
の
誕
生

日
の
前
後
に
は
、
信
仰
す
る
民
衆
が
神

像
を
自
分
の
領
域
に
迎
え
て
管
理
区
域

を
巡
視
す
る
。
こ
れ
を
「
遶
境
」
（
巡

行
）
と
い
う
。
例
え
ば
、
台
湾
三
大
爆

竹
祭
り
に
名
を
連
ね
る
「
北
港
迎
媽
祖
」

は
毎
年
の
旧
暦
3
月
19
、
20
日
に
行
わ

れ
、
北
港
媽
祖
が
年
に
1
回
境
内
を
巡

視
し
、
銅
鑼
や
太
鼓
の
音
が
空
に
響
き

渡
る
中
巡
行
隊
列
が
や
っ
て
来
て
、
全

て
の
家
が
媽
祖
の
保
護
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
領
域
内
全
て
の
平
安
を
祈
る
。

こ
の
二
つ
が
融
合
し
た
も
の
が
「
大
甲

媽
祖
遶
境
進
香
」
で
あ
り
、
大
甲
境
内
で

は
「
遶
境
」
、
新
港
に
出
る
と
「
進
香
」

と
な
る
。
毎
年
、
清
明
節
の
時
期
に
前
後

し
て
開
催
さ
れ
、
沿
道
で
神
輿
を
出
迎
え

る
信
徒
は
の
べ
1
0
0
万
人
に
も
上
り
、

地
上
最
大
の
集
団
移
動
の
ひ
と
つ
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
有
名
な
伝
統
的
な
民
俗
行

事
は
、
媽
祖
の
足
跡
を
た
ど
る
た
め
の

入
門
編
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
小
さ

な
島
、
台
湾
で
は
、
各
県
や
市
の
無
形

文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
徒
歩
を
主
体
と
し
た
媽
祖
の
巡
礼

活
動
を
通
じ
て
、
媽
祖
信
仰
の
風
習
が

ま
す
ま
す
勢
い
を
増
し
て
い
る
。

信
仰
と
い
う
こ
の
道
を
歩
む
中
で
、

年
配
者
を
支
え
た
り
幼
子
を
連
れ
て
参
拝

す
る
敬
虔
な
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
地
方
の
発
展
に
関
わ
る
文
化
的
背

景
や
、
地
域
産
業
の
特
色
、
人
々
の
温

か
い
心
情
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
期
一
会
の
旅

こ
の
土
地
で

最
も
心
に
響
く
想
い

進
香
活
動
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
ち
ょ
う
ど
初
春
の
時
期
で
、
寒
暖

の
差
が
激
し
く
、
準
備
万
端
な
鞄
を
用

意
す
る
の
は
ひ
と
つ
の
課
題
で
あ
る
。

出
発
前
に
大
き
な
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
整

理
す
る
。
2
〜
3
日
分
の
衣
服
、
生

活
必
需
品
な
ど
を
準
備
し
、
行
列
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
重
さ
に
耐
え

ら
れ
な
け
れ
ば
、
「
必
要
な
も
の
だ
け
」

残
し
て
「
断
捨
離
す
る
」
こ
と
を
、
歩

き
つ
つ
学
習
し
て
い
く
。
ま
さ
に
人
生

の
縮
図
の
よ
う
だ
。

多
く
の
ベ
テ
ラ
ン
は
自
分
で
台
車
を

用
意
す
る
。
大
甲
媽
祖
進
香
の
8
泊

9
日
に
付
い
て
い
く
た
め
、
こ
の
「
戦

車
」
を
押
し
て
南
下
し
、
北
上
す
る
。

日
中
は
炎
天
下
と
な
る
た
め
、
大
半
の

信
徒
は
夜
間
に
歩
く
こ
と
に
し
て
い

る
。
昼
は
身
を
潜
め
、
夜
に
登
場
す
る

灯
火
は
、
行
列
に
お
け
る
美
し
い
シ
ー

ン
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

手
荷
物
を
持
っ
て
い
く
他
に
、
道

中
で
は
何
を
食
べ
る
の
か
？
台
湾
で
は

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
数
歩
歩
け
ば
コ
ン

ビ
ニ
が
見
つ
か
る
。
進
ん
で
い
く
ル
ー

ト
で
は
、
熱
心
な
信
徒
た
ち
が
昼
夜
を

問
わ
ず
あ
つ
あ
つ
の
食
べ
物
を
準
備
し

て
い
る
（
日
本
の
四
国
の
お
遍
路
で
の

「
お
接
待
」
に
似
て
い
る
）
。
人
々
は

皆
こ
う
言
う
。
「
媽
祖
様
に
ご
馳
走
さ

﮶﯒﯎物靣﯑媽祖ئوۀ
媽祖ئوۀےھ⚻ہ阋﯍ہئا﯑

多﮲﯒﯎ۓ﯋ہ侫ئۈ人ئەے嶮곓事侚ے
러﯍㖪⻉骿襪﯑

⫵굪䉰﯑婞鍮﯍﮲﯒﯊
册嫘濪㥌﯊槁ئوئو㟕玗﯋⽿

槁﮼ئۈ㥌ئەے﯉ھ俠ئۈ身佻䍲﯋ئوئوڭ
﯀
镩﮺﯑
ۉ

ې﮼
﯂ئۆ﯎400年ڻ300﯎共﯋宐⛿﯑台湾﯒㥌ہ

人々ۓ♕呧﯉﯆
﯋﮺㎼宐溷天⻑﯊中﯑䖥﯑
⛺地﯑﯉

上﮵ۓ碎ئۈ
ئوہ﯉
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せ
て
！
」
遠
く
か
ら
来
る
参
加
者
を
歓
待

し
、
家
の
中
の
ト
イ
レ
や
部
屋
ま
で
開
放

し
、
く
つ
ろ
げ
る
休
憩
場
所
を
参
加
者
に

提
供
す
る
。

足
が
不
自
由
な
信
徒
や
休
憩
が
必
要
な

信
徒
を
自
転
車
や
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
。
こ

れ
ら
は
全
て
、
媽
祖
様
の
慈
悲
の
力
に
感

化
さ
れ
て
自
ら
行
っ
て
い
る
、
自
発
的
な

行
動
で
あ
る
。
誰
彼
な
し
に
互
い
に
助
け

合
う
と
い
う
、
こ
の
土
地
で
こ
の
上
な
く

美
し
い
思
い
で
あ
る
。

道
を
歩
く
と
、
し
ば
ら
く
世
の
中
の
喧

騒
や
煩
悩
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ふ
と
陶
淵
明
の
詩
が
思
い
出
さ
れ
る
。「
廬

を
結
び
て
人
境
に
在
り　

而
も
車
馬
の
喧

し
き
無
し
」
。
こ
の
時
に
、
し
っ
か
り
歩

い
て
、
思
い
を
巡
ら
せ
る
。
自
分
と
対
話

し
、
自
分
の
「
心
」
を
ケ
ア
す
る
。
旅
の

途
中
で
出
会
っ
た
人
や
起
き
た
こ
と
は
、

往
々
に
し
て
活
動
が
終
わ
っ
た
後
に
振
り

返
っ
て
懐
か
し
く
思
う
も
の
で
あ
る
。
来

年
の
一
期
一
会
の
出
会
い
を
さ
ら
に
期
待

し
て
い
る
。

進
香
活
動
に
ど
う
や
っ
て
参
加
し
て
、

媽
祖
様
の
歩
み
を
た
ど
れ
ば
い
い
か
と
問

わ
れ
た
ら
？

荷
物
を
ま
と
め
て
出
発
、
た
だ
そ
れ
だ

け
！●

日程は、毎年の元宵節に、大甲媽祖に瘠を投げて
決定される。一般的には、清明節（太陽暦の4月4
日から4月6日）前後に開催される。媽祖に8泊9日
付き添って（約3～4日の行程で、新港まで半分の
区間を歩く信徒もいる）決まったルートを歩き、
多くの信徒は、キャビネットで作った台車の中に
日用品を入れて運んでいる。現在では、物流輸送
やコインランドリーなどもあり、活動への参加が
便利になっている。

白沙屯媽祖と山邊媽祖北港進香の日程は、毎年
旧暦の12月15日（2025年は1月14日）で、大甲
媽祖に瘠を投げて決定される。短い場合は1週
間以内、長い場合は10数日間にわたる。ルー
トは媽祖の神輿の霊の導きにより決まる。身体
能力について言えば、不確定性の高いチャレン
ジとなるため、荷物は身軽にしておくのが最善
だ。観光バスを予約して手荷物を置くこともで
き、歩き疲れたときは乗車してしばし休憩する
こともできる。または、友人と約束して相乗り
することもできる。手荷物は、生活必需品だけ
を持ち歩こう。

嘉
義

新
港
奉
天
宮

雲
林

北
港
朝
天
宮

台
中

大
甲
鎮
瀾
宮

苗
栗

通
霄
白
沙
屯
拱
天
宮

START

END

往復
330km

START

END

往復
400km

媽祖に合わせて歩くためには、長距離を数日間歩く必要がある。多くの参拝者は事前に体力づくりをしている。「1日1万歩」
を歩き、登山やハイキングをしたり、グラウンドを走るなど、肺活量や脚力のトレーニングを行うのも良い方法だ。

䪜 䂪 ぱ ⺻ 畲 糙
山 揳 ⺻ 畲 北 港 進 香

⴦ 䥎 ⺻ 畲 撵 Ⲁ 進 香
白沙屯媽祖遶境に参加する際は、 「白
沙屯 GPS」アプリをダウンロードすれ
ば、媽祖の正確な位置を追跡できる。

遶境の際は、大甲鎮瀾宮が作成したGPSマ
ップを使って、媽祖の正確な現在地を追跡
できる。

⍆ ⚍ ֬ ֖ ב
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準備と交通情報



P r o f i l e

朱 朱  
イラストレーターとして長年、民俗文化や人
文風景に関心を寄せてきました。絵画と文章
を組み合わせた表現を得意としている。著書
に『媽祖と共に歩む』がある。 

021

⺻畲㷥ֱ֭֠׉י
3

畃捷י㛌֗
2

棅掆商
痠畃捷֖֗ב痡

1

近い距離に間近に迫る！

遶境の途中で外せない体験

腹ばいで進み、媽祖の神輿から通り過ぎる
という祝福祈願の儀式であり、「鑽轎脚
（神輿くぐり）」と呼ばれている。媽祖の
神輿が通るルートの途中で待機できる。人
混みが激しいため、行列の前後にスペース
を設ける必要があり（通常2人1列）、媽祖
の神輿が接近する時に、もう一度身をかが
める。

神輿が郊外に入ると（またはそれほど人混み
がないとき）、神輿の担ぎ手たちは、進香に
随行する信徒たちにも神輿担ぎに加わっても
らう。一般的に、平均的な身長の人が選ばれる
（重量の分布にばらつきが出たり、神輿に高低
差が出ないようにする）。何人かの友達と一緒
に、媽祖様と同行する。一緒に媽祖様のため
に奉仕できないかと礼儀正しく尋ねると、神
輿を担ぐ貴重な体験ができるかもしれない。

媽祖進香の道中、熱心な信徒たちが各種飲料
や熱々の食べ物を用意してくれる。媽祖に付
いていき、媽祖を守る大規模な集団の労をね
ぎらうためである。必要なエネルギーを適時
に補充し、必要なだけ頂き、「親切さを大切
に受け取り」、無駄にすることなく、人々を
困らせないようにする。敬虔な心が、媽祖進
香に随行する主旨なのである。



北港吭街痠㧰㈆街痡

朝天宮の正門から伸びる中山路に沿って、雲林人にとって重要な生活の中

心地が広がる。ここの建築物は主に 2 種類に分類され、1 つは日常生活に関

係のある店舗、例えば漢方薬局や診療所などで、もう 1つは寺や廟の参拝に

関わる建築物である。旧市街の建築物は赤レンガによるものが多く、かつ、

中国で縁起がいいとされるトーテムがファサードに利用されており、中洋融

合の手法により、より華麗で趣のあるものとなっている。

1

北港笴天⾮

朝天宮は雲林県北港鎮に位置し、1694 年に建立される。台湾にある

300 の媽祖廟の総本山であり、天上聖母や観世音菩薩などの神々が祀

られている。廟内の建物や彫刻は、いずれも匠の手によるものである。

小さな窓飾りの人物の表情や動作の描写から、雄大で迫力のある龍柱

に至るまで、その精巧で繊細な職人技は、一つ一つじっくりと味わう

価値がある。

北港朝天宮では線香の火が年中絶えないものの。媽祖の誕生日の期

間は、各地の信徒が北港に戻って進香（参拝）を行う。これはかなり

の盛大な規模で行われ、銅鑼や太鼓の音が鳴り響き、街中が人であふ

れ、媽祖の進香期間の最高潮を迎える。北港鎮全体が濃厚な宗教的雰

囲気に包まれる。

2

text／編集部　photo／林睿洋

022

撵Ⲁֵ։ ֯׉
澛⚍的ֱ、
畃ֲ⾇גדא街
朝天宮から出発、旧市街を探訪する

遶境祭典後も、多くの旅行客が媽祖を一
目見ようと訪れる。旧市街では地元の B
級グルメが楽しめるほか、北港特有のピ
ーナッツの香りが漂い、この小さな町な
らではの旅の魅力が感じられる。

町 さ ん ぽ ： 雲 林 北 港 02

GOOGLE MAP



北港畄幐花䤻斥

100 年以上の歴史を持つ祥記花生酥（シャンクィーピ

ーナッツケーキ）。このお店は朝天宮のロータリーそば

にあり、今でもピーナッツ飴一種類だけを販売している。

原材料はピーナッツと麦芽糖という非常にシンプルなも

のだ。店主がナイフでピーナッツ飴をひとつひとつ均等

に切り分ける様子は、見ているだけで癒される光景だ。

 雲林県北港鎮中山路157号　  11:00-18:00 無休

4

㧮嘷⯿⦗浓

旧市街に位置する日興堂は地元の老舗菓子店で、祝祭日用の餅や

ケーキ、肉餡の入った喜餅や出来立てのマーラオを販売している。

店の傍では、ベテランの師匠ができたてのマーラオに手早く麦芽糖

をかけて、さらにいっぱいの白ゴマを付けている。噛み締めると

もちもちとした歯ごたえがあり、口の中がゴマの香りで満たされる

（食べる時に注意しないと、床中がゴマだらけになってしまう）。

 雲林県北港鎮中山路3号　  8:00-22:00 無休

6

⒦䪛之⾶

四代受け継がれる伝統のの製法で作られた麦芽糖に、香ばしいピーナッツを組み合わ

せている。この糖は上品な甘さで、全くしつこさを感じさせない。一口ごとに、糖とピー

ナッツの豊かな風味が口の中でじんわりと広がり、繊細で贅沢な味わいを堪能できる。 

 雲林県北港鎮公民路12号　  9:00-21:00 無休

3

⓷㨖䃊竨

1966 年に創立。億昌油廠は高品質のピーナッ

ツオイルとゴマ油の生産で有名である。ピーナ

ッツオイルは、北港で採れたピーナッツを厳選

し、100% の純ピーナッツをコールドプレスで抽

出。香りが濃厚で口当たりが滑らか。和え物料

理にナッツの香りをつけるのに最適。

 雲林県北港鎮民生路66号　  8:00-22:00 無休

5
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台
湾
人
と
一
緒
に
、

大
稲
埕
で
旧
正
月
用
品
を

揃
え
よ
う
！

大甮㔆﯒台北人ے旧婞劓氠品ئۈ䲩﯎﯑ئوھ最

ꈌ﯍㖪䨾ئوۀ﯊﯇﯋ڭ﯑特﯎旧婞劓ے近﯈﮲
﯋

街閣﯒﯎鮐﯑둚ہカ品ے姌々
ۀ嵛気ڭ╒﯎䍔꾁﯋

䱧﮴ئوئوۇ
㛽ے낗﯉﯆★ڭ﮲多
地元宐ې旅行客﯑

ے﮶
﯉﮲ئو訪﯎物ہ鬼﯎﮶
ھ﮼㏸氙ھئو
10ꈷې﮼

﯃﮴ئوھئۆ味ئۈ곰㎪気﯑婞劓﯑台湾ئە通﯑┫♧﯒

﯍﮲﯊
ې﯎طمقمتخ蔦㴎氠ې﯎最ꈌԋ՗ ժ 㿢

上◪のะㇴ子、⩺᫳と白ゴマを選び、その香りをᴳの中にቊじ㈐める。ᦖ
とレՑンのようなスパイシーかつଡ଼しい香りで、口にすると⨇がしびれる
感⺴はありつつもㇴくはない。鮮やかなシい色がீの食᰼を刺激し、中華
料理の定∸・麻ᅖ豆腐を作るのにもӥったり。⧨ᇧ用にも、ェ◴品として
も最適の⽶味料。

杜甲 A-Ma 台北迪化店｜  台北市大同区迪化街一段1�9号｜  10:30-18:30 無休

Ԋ䊦 䅵 Ղ ժ Ը Ա Բ Ծ ԭ ժ ԝ Ա ԛ ժ
ửḹ土⇾の定∸アイテՏ。地元でたくさんとれる良ゑなピー
ナッツで作られ、生⇾過程では香ばしいバターが加わり、㢗
ᕨ的な香りをᡀっている。サクサクとしたᱦごたえで、ᱦに
くっつくこともなく、口の中ですぐに溶ける。ちӸうどいい
甘さで、ピーナッツの⧨Άの風味と濃厚な香りが表現されて
いる。台湾の地元の風土を味わうには最適の一品。

形曑���｜  台北市大同区迪化街一段191号｜  09:00-18:30 無休

ԉ牑 㣸 嗳
伝統的なẬ方理論と現代のお⫒の習ᗐを融合させた૑Ꮱ飲料。⫠本᫮物、⩺೹、᧪
ᇿ◪のႦΆᦲ料を㌞合している。よくある௬方には、⬥の⩺、決明子、ナツメ、ク
コのᇿ、㖿皮などがあり、それӏれのᦲ料に₣特の効᧪がある。਱えば、熱を下げ
る、解Ხ、⛟力増進、ⷖを増やす、リラックス効᧪など、四ᇎᚦ々の身体のԠアを
カバーしてくれる。現代女性から好まれている⫠本飲料。

랋ꝏ榟話车｜  台北市大同区迪化街一段134号｜  09:00-17:00 無休

Ԉㅭ Ӟ 㥢 医
春⣺をかけるのは、旧正月の期間中、台湾の家で行う小さな儀
式となっている。通常、シい布を下地にして、金色や㩟で、
「福」、「春」、「財」などのめでたい言⭥をക字する。伝統
的な✟の春⣺とᲰㆦして、布の春⣺は長持ちし、⠔り㈢して
使用でき、かつ₣特なゑ感と▕体感がある。玄関の⸬㝓やၚ
㝓りに、さらにはプレԫント◪のあらゆる用途に利用൲能。

SP

お
す
す
め 

10
選

年

大

ⷆ菌⛼㛸 JO#MPPPN 5PHFUIFS｜  台北市大同区迪化街一段248号｜  10:00-18:00 無休
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text／編輯部　photo／張紀詮

Ԏ⽮ 㭳 砠 ԏ福 㽀 ∩
ॴは伝統文化の中でሡと長቉の〭ᒩとされており、⟊テ物としての意味合いがある。
また、確ཉとしてឈるがないイメージもभえる。㩀⪄⛰にピーナッツパウダーを加え
て作った餡を、ॴのྩにはめて作り生地にಿんだ、小さくてかわいいお⬫子。቉桃は
桃のᑦをしており、ॴと同様に長቉とᎻ福のシンՋルとなっている。⽗生日のお祝い
や正月でよく見かける。内૚の餡は主にあӋきや⯈のᇿでできており、食べる前に⮨
し⍍すのがおすすめ。外૚の皮が柔らかくておいしい状ᗂにᙥる。

ԍ塠 呹 Ѥ 㪃 ԩ Ա Զ
Ậ方の「食補（ᨴ㝚補❙）」という⢺え方を取り入れ、ԙウギ、当ᎍ、クコのᇿなどのẬ方ⱆ
ᦲを組み合わせ、心身をしっかりと補う。㧌肉や㦎肉、または豚のスペアリブと一緒にΊ㈐む
と、風味豊かで香り高く、ᨴ㝚੅の高いスープが出ᧂ上がる。また、このセットは真空パック
仕様になっており、取りᚊいや保ᇇが♵単だ。寒いீの夜には、家で手軽に心も体も温まる中
華スープをᬸしむことができる。

랋遚榟話车｜  台北市大同区迪化街一段93号｜  09:00-17:00 無休

ԑӢ Ә ҿ ӑ ԣ Ԓ Ԩ ԙ ՗ ԧ Ս
カラスミは、台湾の旧正月で⟊テ物でもある高✠食ᦲだ。塩ẳけしてႦ日
Ꮅしにしたカラスミは深い⅝ℤ色をනし、濃い旨味とᶧの塩味が口に広が
る。カラスミの中心の柔らかい㋤分を食べるとうっすらとᱦにくっつき、
これが高✠品の⼔。リンゴや大ᩐ、᪟と一緒に食べるのがおすすめ。最近
では一口で食べられるミニサイԩが発売され、食べやすいだけでなく、会
食時にシェアするのにも最適。

兊仼Ⳑ｜  台北市大同区迪化街一段203号｜  09:00-18:00 無休

Ԍ⽼ 嗁 啶 嬳
台南にテṕがあり、最ఔはイグサを手作業で編んだのがᄒま
りだといわれている。その後、ナイロンの布を使用して作っ
た半透明の手提げ⸊となり、現在ではᄱをがらりとႌえて、
観光客が台湾で▵ってといᳩめるお土⇾となった。デザイン
も豊ሡで、バッグやとい物⸊としても使える。

냖䋧匌店｜  台北市大同区迪化街一段204号  09:00-19:00

Ԑ埪 侖 狆 Ռ ժ ՗ Ԙ 狇

もち米、㩀⪄⛰と⥄麻で作られた台湾の伝統的なお⬫子。外૚には⥄麻がびっしりと
付いており、ᴳの香ばしい濃厚な香りをᡀっている。中身は柔らかくもちもちとして
おり、㩀⪄⛰のଡ଼しい甘さをᬸしめる。マーラԙは⟊テ物であるだけでなく、年㌞者
と子どものお᳒に入りである。丸っこくて短いᑦは日本の⓱∉名⇾のきりたんӮにそ
っくり。正月にお客さんをもてなす時に、テーブルにऽべるお⬫子にӥったり。

ⶇ㰅髲石굮艤｜  台北市大同区䋟䇖北路二段68号｜  08:00-21:00 無休
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text／羅健宏　photo／PJ Wang．高雄市政府文化局．永心浮島．永添藝術

ヺ 旅 ، ؘ ت ف

둚겊鼓黈C14⿫檈星皬⿫檈

星뉭ئە﮼ے
⿫檈星ꖗ道倀﯑﮳

ⵊ園ⶓ﯒䌮々
﯋﮺
䌮ے蚭生﯂

ې뉧◝蛮銉特ⶓ﯒﯎⽟ꁊئەے

多﮲﯒﯎⚪日ئەۀ
人々﯑
ئۆ魦﯊

﮶طمضجكمحم人気ہ
﯒﯊園ⶓ﯑

둚겊市﯑陭市100⽟年ئۈ阾﮺䗻

بححجنحقيꖗ道ꆻ黨䕮嵛ئەے儨年﯉

嵛﮺ꪛ㢼䕮ےطمتم
﯎㵅갾﯎ꖗ道﯂

ئو﮶▗
뉭蕪﯑둚겊﯑⯼溯年﯊﯋

楽﮺ئۈ곰㎪気﯑
ۉ﮶
ئوۓ﯊ے﯋

「
哈
瑪
星
鉄
道
文
化
園
区
」
は
、
高

雄
で
最
も
古
い
駅
「
打
狗
驛
」
が
あ
っ

た
場
所
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
駅
は

20
世
紀
初
頭
に
建
設
さ
れ
、
開
業
以
来

台
湾
内
の
物
資
輸
送
や
国
際
貿
易
の
重

要
な
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。
さ

ら
に
、
台
湾
南
部
鉄
道
の
発
祥
地
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
駅
が
港
に
近
い

た
め
、
輸
出
入
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
周

辺
に
は
多
く
の
貿
易
商
社
や
船
舶
会
社

が
集
ま
り
、
高
雄
で
最
初
の
都
市
計
画

が
行
わ
れ
た
中
心
エ
リ
ア
の
一
つ
で
も

あ
る
。
こ
の
地
域
は
、
港
を
結
ぶ
沿
海

鉄
道
「
濱
線
（
は
ま
せ
ん
、
日
本
語
の

発
音
を
も
と
に
『
哈
瑪
星
』
と
い
う
当

て
字
が
使
わ
れ
て
い
る
）
」
が
通
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
地
元
の
人
々
に
よ
っ

て
「
哈
瑪
星
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
が
現
在
の
園
区
名
の
由
来
と

な
っ
て
い
る
。

「
哈
瑪
星
鉄
道
文
化
園
区
」
は
、
12

個
の
サ
ッ
カ
ー
場
に
相
当
す
る
広
大
な

敷
地
を
誇
り
、
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、

昔
な
が
ら
の
駅
舎
や
ホ
ー
ム
、
鉄
道
の

線
路
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
列
車
の
運

行
を
管
理
し
、
信
号
を
切
り
替
え
る
役

割
を
担
っ
て
い
た
「
北
号
誌
楼
」
と
い

う
建
物
で
、
こ
れ
は
台
湾
に
現
存
す
る

唯
一
の
機
械
式
信
号
塔
。
ま
た
、
駅
舎

を
改
装
し
た
「
旧
打
狗
駅
故
事
館
」
で

は
、
貴
重
な
文
物
を
数
多
く
収
蔵
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
資
料
室
も
併

設
さ
れ
て
い
る
。
館
内
の
空
間
は
当
時

の
ま
ま
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
訪
れ
る

人
々
は
そ
の
時
代
の
作
業
現
場
を
体
感

で
き
る
。
鉄
道
愛
好
者
や
、
高
雄
の
歴

史
を
学
び
た
い
方
に
と
っ
て
、
こ
こ
は

見
逃
せ
な
い
ス
ポ
ッ
ト
。

2
0
2
4
年
に
高
雄
市
が
設
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
哈

瑪
星
鉄
道
文
化
園
区
」
で
は
昨
年
か
ら

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
濱
線
啟
程
」

を
始
動
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

園
区
の
歴
史
に
関
連
す
る
退
役
し
た
乗

客
用
お
よ
び
作
業
用
の
列
車
を
全
国
各

地
か
ら
集
め
、
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
展
示
予
定
の
31
両
の
う
ち
、

6
両
は
百
年
以
上
の
歴
史
を
誇
り
、
か

つ
て
高
雄
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
観
光

列
車
「
嘟
嘟
火
車
（
ド
ゥ
ド
ゥ
列
車
）
」

も
園
区
に
再
登
場
し
、
今
度
は
特
別
な

商
業
施
設
の
拠
点
と
し
て
新
た
な
役
割

を
担
う
。

中
で
も
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の

は
、
2
0
2
4
年
11
月
末
に
正
式
に

運
行
を
開
始
す
る
観
光
列
車
「
哈
瑪
星

号
」
。
5
両
の
貨
物
列
車
が
改
造
さ
れ
、

1
日
14
便
、
百
年
前
の
「
濱
線
」
に
沿

っ
て
、
旧
打
狗
駅
故
事
館
か
ら
五
福
四

路
の
検
修
車
棚
へ
と
ゆ
っ
く
り
と
走

る
。
全
長
5
0
4
メ
ー
ト
ル
の
鉄
道
沿

い
で
は
、
北
号
誌
楼
や
公
園
路
橋
な
ど

の
歴
史
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
楽
し
め
、
下

車
後
は
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
漂
う
塩
埕

区
へ
。
こ
こ
で
は
懐
か
し
い
街
並
み
と

共
に
、
種
類
豊
富
な
B
級
グ
ル
メ
を
満

喫
す
る
。
そ
の
後
は
再
び
園
区
に
戻
っ

て
貴
重
な
列
車
を
見
学
し
、
台
湾
な
ら

で
は
の
鉄
道
の
歴
史
を
学
ぼ
う
。

 高雄市鼓山区鼓山一路32号
高雄ライトレール

　C14「哈瑪星駅」で下車後、
　すぐ到着します。

⣂䢅㨩暅籠笥✋園✯

哈瑪星号（予約制）公式サイト
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寿山忠烈祠のそばにある「寿山の情人

見晴らし台」は、地元でも人気のフォト

スポットだ。高台に位置するため、昼間

は哈瑪星鉄道文化園区を一望でき、夕方

にはロマンチックな夜景が楽しめます。

写真撮影や心をリフレッシュするのにぴ

ったりの場所だ！

  高雄市鼓山区忠義路30号（忠烈祠の隣）
  無休

高雄の人気台湾料理ブランド「永心奉

茶」が手がける系列店「永心浮島 YONSHIN 

FUDOPIA」は、昨年オープン以来、多くの

注目を集めています。新鮮な海鮮を厳選し、

現代的で洗練された調理技法を活かした一

皿一皿は、台湾伝統の海鮮料理に新たな風を

吹き込んでいる。

 高雄市鼓山区蓬莱路大港倉七庫 6 之 6 号
  12:00-24:00 水曜日は22:00まで営業

かつては金門に派遣される軍人の報到所

だった「金馬賓館」が、2016年に現代ア

ートギャラリー「永添藝術」に生まれ変わ

りました。現在、台湾初となる森田恭通さ

んの作品が展示されており、台日友好を記

念して、在台日本人は2025年 2月までパ

スポートを提示すれば無料で入館できる。

  高雄市鼓山区鼓山一路111号
  10:00-18:00 月曜日休

1 0 0 年 前 の 鉄 道 風 景 を 感 じ る ！

　山ֵ情人見甼֞א台 䁇㏄筗ヺ 䁇䈌娐簆

昒馬疆館䦔⋖美簆館

　 山 ֵ 情 人 見 甼 א ֞ 台

䁇 䈌 娐 簆 ـ 昒 馬 疆 館 䦔 ⋖ 美 簆 館
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ファストフード店として知られる「丹丹漢

堡」（ダンダンバーガー）は、高雄を訪れる

観光客にとって外せないグルメスポット。台

湾料理と西洋料理を融合させたメニューと手

ごろな価格で、地元の人々にも大人気！特に

おすすめなのは、メニュー9番の赤肉麺とク

リスピーフライドチキンバーガーで、ボリュ

ーム満点だ！

  高雄市鼓山区臨海二路24号
  07:00-21:00 木曜日休

古民家の2階に隠れた「KOOU COFFEE」

は、地元でも珍しい深夜まで営業している

カフェ。バリスタが淹れるハンドドリップ

コーヒーやエスプレッソを堪能できるだけ

でなく、週末にはDJを招いて音楽イベン

トを定期的に開催。魅力的な音楽体験を楽

しみながら、特別な夜を過ごせる。

  高雄市塩埕区新楽街117号2階
  13:00-22:30 月-水曜日は19:00まで営業

屋台からスタートし、現在は 3代目が

受け継ぐ「鹽埕吳家金桔豆花」（鹽埕吳

家金柑豆花）は、薪で炊いた懐かしい香

り漂う豆花の専門店。自家製の金柑シロ

ップと合わせた素朴で優しい味わいが地

元の人々に愛され、冬季限定の温かい豆

花は心まで温めてくれる。

  高雄市塩埕区富野路70号
  11:00-18:00 月曜日休

ヺ 旅 ، ؘ ت ف

∭∭畫Ⱎ
痠嶶⽏䊐㊜痡

K O O U  C O F F E E 狖⯒⠫⾶昒㱞恿花

∭ ∭ 畫 Ⱎ K O O U  C O F F E E

䁇 ㏄ 筗 ヺ狖 ⯒ ⠫ ⾶ 昒 㱞 恿 花
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禡
紦
定
番
u
方
白
篬
析

冬になると、あつあつの鍋を食べたくな
るもの。数多くある鍋のうち、酸白菜鍋は、
近頃最も流行したキーワードである「発酵
食品」であり、台湾の冬のグルメとして欠
かせない。
寒い気候の中でまるまると大きく育った

白菜を、薄い塩水に漬け、見えない微生物
が頑張って仕事をした結果、シャキシャキ
とした野菜から、酸っぱくて柔らかく、ほ
のかに甘い後味が生み出される。天然の乳
酸菌の魔法により、野菜にビタミンCが保
たれ、さらにビタミンBが追加されて、栄
養上、大変身体に良いものになる。



酸白菜は中国東北部の食べ物で、寒

い冬の時期に食べ物を保存するための

人々の伝統的な知恵によるものである。

韓国の白菜キムチの場合は粉唐辛子と

ナンプラーなどの魚介成分を入れるが、

中華風酸白菜は完全なベジタリアンフ

ード。出来上がった酸白菜は、刻んで

その他の食材と和えて炒めることもでき

る。だが一番好まれる食べ方はやはり、

酸白菜火鍋のスープにすることだ。

火析ֵ֑֋֞֋فؕظئ痲悓
ד糙֧֫֘֯׉咴糙析ֵخؕ

酸味をスープにするというのは、初め

て耳にするとあまり見当がつかないかも

しれないが、天然のやさしい酸味のある

スープを、うまみのあるカオタンスープ

と合わせると、よだれの出るほど美味し

い、食欲をそそる味になるのだ。酸白菜

の最も良く知られた組み合わせは「酸菜

白肉鍋」。豚バラ肉を加圧成型してから

薄切りにする。酸味が豚肉の油のしつこ

さを分解するので、知らないうちにたく

さんの肉を食べられてしまう。溶けた豚

肉の油と肉汁が、鍋の中の酸白菜と混ざ

りあって濃厚な味を生み出す。まさに鍋

を食べ、スープを飲んで味わえる冬の人

気の一品。

中華料理の中でも「酸っぱいスープ」

の種類はあまり多くないが、グルメな

人々はそれを想像するだけでよだれが出

てしまうほど。赤くて酸っぱいスープの

代表例は、中国南西部の貴州のもち米と

トマトを発酵させた酸湯で、白くて酸

っぱいスープの代表例は、酸白菜のスー

プをおいて他にない。酸白菜の具には、

前述した豚バラ肉の他にも、手作り卵餃

子、凍り豆腐、揚げ肉団子、そして春雨

を入れることもある。美味しいだけでな

くお腹いっぱいになる。

私は個人的に、酸白菜火鍋にはハマグ

リを入れるのが好きで、スープにうまみ

と甘味が加わるからである。酸白菜火鍋

を味わうのにもう一つ大事なのは「つけ

だれ」。薄茶色の濃厚な腐乳醤と、緑色

で香り高いニラ花ペーストは、酸白菜鍋

ご指名のベストパートナーだ。食材を鍋

から出した後の味付けで、さらに奥深い

味わいが醸し出される。

吭噆ֵ筪亹火析֮方篬䪜咴
析י⡬ז֍糚֢֞ז֋ְ֘ד
楽֞֜׉⏾Ⲕ

台湾人は鍋が大好きだ。その理由は、

豊富な具材、美味しいスープ、そして友

達と食卓を囲んで一緒に食事できること

にある。食べたい食材を思い思いに入れ

ていき、具材がちょうどいい煮え具合に

なるのを食卓から眺めつつ、人と人が自

由に交流する様子は、まるで湯気を上げ

てぐつぐつと沸騰している鍋の蒸気のよ

うに活気がある。

私は「煙突」のある特製鍋を使用した、

老舗の酸白菜火鍋が好きだ。人々は鍋の

「煙突」の開口部から真っ赤な炭火を投

入して、鍋を煮えたぎらせる。そのため、

食材を投入できる範囲は、浮き輪のよう

な形をした鍋の外周部分に限られる。し

かし、肉をスープにくぐらせて具材を入

れつつ、真っ赤に燃える炭火のにおいと

熱を感じ、時々煙突の蓋を開けて火力を

調整するとき、食卓で食事をするのにこ

んなにせわしく楽しいというのは、台湾

の風情がある。●

㔠 ֞ ֵ 台 䊐 ⡬

P r o f i l e

毛 奇
台湾の飲食作家、「深夜女子アパートの料理練習」という
コミュニティを運営しており、同名の書籍を出版した。料
理と文字で人の心を動かし、作品には大手グルメメディア
に発表されている。
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ごまだれと豆腐乳（発酵豆腐。濃厚な味わいで、種類に
よっては紅麹を入れて鮮やかな色になっているものもあ
る。）これは酸菜白肉鍋の標準的なたれで、酸っぱい香り
漂うジューシーなお肉に新鮮で塩味の効いた麻醤をつける
と、香り高く、脂っこさも解消されるので、お試しあれ！

・胡麻ペースト——スプーン2杯 
・豆腐乳——スプーン½ 杯
・おろしニンニク、ネギ、パクチー
　——お好みで追加

烯
搢
㻽
磡
磗
磄
磓
磿
礅

⌄
礀
碹
犿

台北の繁華街である東区の路地にひっそりとたたずむ、開業から 40 年余りの「長白

小館」。毎年冬になると、中国・黒竜江出身の宋オーナーの作る東北酸菜白肉鍋と、熱々

のできたてニラ焼き餃子と蒸し餃子を求めて、いつもお客さんが絶えない状態になる。

スープには伝統的な手法で発酵させた酸白菜と、鶏のカオタンスープを使用。さらに、

この店独自のレシピとして、小さな蟹と干し椎茸などのうまみ食材を一緒に煮詰めて、

豚バラ肉の油と酸菜を鍋の中で一緒に乳化させていく。乳白色のスープは、まろやかか

つ滑らかで、口に入れるとはっきりとした酸味が味わえ、その後に濃厚なうまみが口の

中に広がり、大変食欲がそそられる。スープの酸味が足りないと感じたら、追加で酸白

菜を注文して鍋に入れて煮込むのがおすすめ。そして、春雨を入れるのをお忘れなく。

スープのうまみをたっぷりと吸い込んだ春雨のもちもちとした味わいは、一度食べると

やみつきに。●

長白小館

 台北市大安区光復南路240巷53号    11:30-14:00；17:00-21:00、月曜日定休
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text／編集部　photo／邵耀緯

1949 年開店の本格的北京料理レストラン「都一処」

は、台湾の酸菜白肉鍋の老舗。徐オーナーが宮廷の厨

房から受け継いだ技術は広く知れ渡っており、毎年

「台湾ミシュランビブグルマン」に選出されている。

伝統的な炭焼銅鍋のスタイルで登場し、テーブルに

は炭火の香りが漂う。さらに、炭火の温度上昇は緩や

かであり、保温効果が高いため、酸白菜の酸味の味わ

いがゆっくりとスープに浸透し、味がさらによく染み

込んでいく。都一処の豚バラ肉には厚みがあり、油と

赤身の割合がちょうどよく、食べ応えがある。友人グ

ループ、親や祖父母や家族と一緒に食卓とコンロを囲

み、熱々の鍋を食べて、台湾の冬の人情味溢れる雰囲

気を体感できる。●

春雨
鍋の最後は炭水化物の〆。スー
プのエッセンスをたっぷりと吸
った、輝いて透き通る春雨を食
べてお腹いっぱいに。やみつき
になる最高の美味。

肉団子
温体豚肉（一度も冷蔵されてい
ない肉）で作られた揚げ肉団子
は、外はカリカリ、中は柔らか
く肉のうまみを十分に味わえ
る。そのまま食べても、スープ
に浸して食べてもOK。

できたての中華燒餅
中国東北地方の料理を提供する
レストランでは、一般的にでき
たての中華焼餅が販売されてい
る。酸白菜スープは酸味が強
く、空腹のままだと刺激が強す
ぎるため、いくつか食べてお腹
を満たしておくとよいだろう。

停
ⴒ
磡
礢
祢
祂
犿
揋
瞊
䦃
協
斛
磚
䀏
㣆
㌠
橊
磡
盟
㪃

都一処
 台北市信義区仁愛路四段506号    11:00-14:00；17:00-21:00、無休
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新
北
市
萬
金
石
マ
ラ
ソ
ン

心
臓
の
拍
動
と
潮
騒
が

一
緒
に
前
進
す
る

台
湾
の
海
の
景
観
は
独
特
で
、
雄
大

さ
と
優
美
さ
の
完
全
な
融
合
と
も
い
え

る
。
そ
し
て
、
北
海
岸
は
そ
の
開
か
れ
た

海
の
景
色
と
険
し
く
壮
麗
な
岸
壁
で
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
北
海
岸
浜
公
路

に
沿
っ
て
開
催
さ
れ
る
「
萬
金
石
マ
ラ
ソ

ン
」
は
、
台
湾
で
最
も
美
し
い
海
岸
マ
ラ

ソ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
萬
里
か
ら
金
山

を
経
て
石
門
に
至
る
コ
ー
ス
は
、
台
二
線

に
沿
っ
て
お
り
、
そ
の
途
中
に
は
起
伏
が

極
め
て
激
し
い
エ
リ
ア
も
あ
る
た
め
、
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
挑
戦
に
は
十
分
な
体
力

と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
あ
る
。
毎
年

春
に
、
ラ
ン
ナ
ー
は
波
の
打
ち
付
け
る
海

岸
で
、
潮
風
を
吸
い
込
み
な
が
ら
、
台
湾

の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
美

し
い
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

2
0
2
2
年
、
ワ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
テ
ィ

ッ
ク
ス
（W

orld Athletics

）
は
、
萬

金
石
マ
ラ
ソ
ン
を
台
湾
初
の
「
ゴ
ー
ル

ド
ラ
ベ
ル
」
と
し
て
正
式
に
認
可
し
、

数
多
く
の
国
際
的
ラ
ン
ナ
ー
が
挑
戦
し

て
い
る
。
参
加
者
は
こ
こ
で
、
台
湾
独

特
の
山
と
海
の
景
色
を
同
時
に
体
感
し

つ
つ
、
大
自
然
の
力
強
さ
と
美
し
さ
を

実
感
で
き
る
。 る場所について知るにはいろんな方法がある。多く

の人は、食を通じて、その場所の雰囲気や味を直接
味わうことを好む。他にも、音楽を聞いたり、熱心に参拝
したりして、信仰や神との対話を体験する人たちもいる。
しかし、ある場所について、道路の起伏から、土地の質そ
して周辺の空気の微妙な変化に至るまで、一番よく実感で
きる方法は何かというと、それは間違いなくランニングで
ある。
自分で走ったことのあるすべての道について、その過程

において、身体で実際にそこに行ってその中の全てを受け
入れ、それを吸収し、それに浸ることで、それは最終的に
身体の中に深く刻まれた旅行の記憶となるのである。

あ

034

台湾マラソン競技のすすめ

ランニングで感じる
台湾の土地

そしてユニークな人情

3剢



台
南
古
都
国
際

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

走
り
つ
つ
、

歴
史
の
風
情
を
一
望
に

そ
の
他
の
マ
ラ
ソ
ン
と
は
異
な
り
、

古
都
マ
ラ
ソ
ン
で
は21.0975

キ
ロ

の
「
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
る
。
台
南
は
、
外
国
か
ら

の
観
光
客
に
好
ま
れ
る
古
都
で
あ
り
、

こ
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
の
間
に

は
最
も
密
集
し
た
古
跡
が
あ
り
、
ま
た

台
湾
の
歴
史
の
展
開
を
物
語
る
ル
ー
ト

と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
市
の
西
部

の
港
を
回
っ
て
、
魅
力
的
な
海
岸
の
様

子
を
一
目
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

田
中
マ
ラ
ソ
ン
の
熱
い
人
情
に
負
け

ず
劣
ら
ず
、
古
都
マ
ラ
ソ
ン
も
伝
統
的
な

軽
食
を
補
給
食
と
し
て
い
る
の
が
特
色
で

あ
る
。
沿
道
で
は
蜂
蜜
醤
油
煮
込
み
や

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
が
味
わ
え
、
ま

た
こ
れ
ら
と
セ
ッ
ト
で
ラ
ン
ナ
ー
に
多

く
の
古
跡
の
周
遊
、
軽
食
や
お
土
産
の

割
引
特
典
な
ど
を
提
供
し
て
お
り
、
ラ

ン
ナ
ー
が
マ
ラ
ソ
ン
後
に
台
南
の
旅
を

十
分
に
楽
し
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

台
湾
米
倉
田
中
マ
ラ
ソ
ン

人
情
味
溢
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
！

焼
豚
や
ス
テ
ー
キ
も

補
給
食
に

「
グ
ル
メ
マ
ラ
ソ
ン
」
の
別
名
を
持

つ
田
中
マ
ラ
ソ
ン
。
毎
年
沿
道
で
ラ
ン

ナ
ー
に
提
供
さ
れ
る
補
給
食
に
は
、
焼

き
物
、
揚
げ
物
か
ら
果
物
ま
で
何
で
も

あ
り
。
過
去
に
は
、
豚
の
丸
焼
き
や
、

大
判
の
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
な
ど
非
常
に

豊
富
な
グ
ル
メ
が
用
意
さ
れ
、
「
最
も

人
情
味
溢
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
」
と
い
う
評

判
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
は
全
体
と
し
て
、

そ
の
他
の
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う
な
、
自
分

に
集
中
し
、
絶
え
ず
自
分
を
前
進
さ
せ

る
と
い
っ
た
孤
立
し
た
雰
囲
気
で
は
な

く
、
盛
大
な
お
祭
り
騒
ぎ
と
い
っ
た
雰

囲
気
で
あ
る
。
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、

全
て
の
場
所
を
通
過
す
る
た
び
に
、
台

湾
人
の
生
ま
れ
持
っ
た
情
熱
と
寛
大
さ

を
強
烈
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

台
北
マ
ラ
ソ
ン

見
た
こ
と
の
な
い

都
市
の
風
景
へ
と
走
り
進
む

台
北
は
、
台
湾
全
土
の
中
で
最
も
生

活
リ
ズ
ム
が
速
く
、
休
む
こ
と
の
な
い
、

刻
々
と
変
化
を
遂
げ
て
い
く
大
都
市
で
あ

る
。
こ
の
都
市
と
ゆ
っ
く
り
向
き
合
う

チ
ャ
ン
ス
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か

し
、
「
台
北
マ
ラ
ソ
ン
」
と
い
う
こ
の

時
間
に
、
い
つ
も
は
交
通
量
の
多
い
高

架
道
路
に
足
を
踏
み
入
れ
、
台
湾
の
冬

独
特
の
湿
っ
た
冷
た
い
空
気
を
吸
い
込

む
。
疲
れ
は
す
る
も
の
の
、
あ
ら
ゆ
る

瞬
間
に
、
こ
の
都
市
が
普
段
見
せ
な
い

表
情
を
見
て
驚
き
を
感
じ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
観
光
客
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
見

た
こ
と
の
な
い
台
北
を
見
る
だ
ろ
う
。

台
北
マ
ラ
ソ
ン
は
1
9
8
6
年
に
始

ま
り
、
毎
年
12
月
の
3
週
目
の
週
末
に
開

催
さ
れ
る
。
台
北
特
有
の
湿
度
が
高
く
て

寒
い
天
気
に
な
る
と
、
雨
の
中
で
の
ス
タ

ー
ト
と
な
る
。
し
か
し
、
逆
に
こ
れ
こ
そ

台
北
マ
ラ
ソ
ン
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で

あ
る
。
沿
道
は
台
北
の
大
都
市
、
そ
し
て

新
旧
融
合
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
加
え

て
時
折
冷
た
く
湿
っ
た
空
気
も
や
っ
て
く

る
。
す
ぐ
そ
ば
に
は
一
緒
に
奮
闘
し
な
が

ら
前
に
進
む
ラ
ン
ナ
ー
が
い
る
。
せ
わ
し

な
い
都
市
の
時
が
し
ば
し
止
ま
っ
た
様
子

が
見
ら
れ
る
の
は
め
っ
た
に
な
い
機
会
だ

が
、
そ
れ
は
ラ
ン
ナ
ー
一
人
一
人
の
気
迫

と
忍
耐
を
証
明
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
●
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っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
い
つ
の
頃
か
ら

か
、
中
南
部
で
も
マ
ン
ゴ
ー
か
き
氷
が
売
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
マ
ン
ゴ
ー
の
里
と
呼
ば
れ
る

台
南
玉
井
に
は
「
マ
ン
ゴ
ー
か
き
氷
一
条
街
」

と
い
う
通
り
も
で
き
た
。
流
行
が
食
文
化
に
与

え
る
影
響
は
す
ご
い
も
の
だ
。

台
南
の
昔
な
が
ら
の
か
き
氷
屋
は
、
ほ
と
ん

ど
が
「
水
果
店
（
果
物
屋
）
」
と
い
う

看
板
を
掲
げ
て
お
り
、
店
の
前
に

は
黄
金
色
に
輝
く
バ
ナ
ナ
や

青
々
と
し
た
艶
や
か
な
ア

ボ
カ
ド
、
明
る
い
黄
色
の

大
き
な
マ
ン
ゴ
ー
、
滑

ら
か
な
淡
い
緑
の
メ
ロ

ン
、
丸
々
と
し
た
粒
が

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
ブ

ド
ウ
や
、
悪
魔
の
果
実

の
よ
う
な
姿
を
し
た
巨
大
な
ド
ラ
ゴ

ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
、
た
め
息
が
出
る
ほ

ど
立
派
な
果
物
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

ほ
と
ん
ど
で
き
の
悪
い
果
物
し
か
取
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
台
風
シ
ー
ズ
ン
や
梅
雨
で
さ
え
、

か
き
氷
屋
の
前
に
並
ぶ
フ
ル
ー
ツ
軍
団
は
い
つ

も
と
何
一
つ
変
わ
ら
な
い
新
鮮
さ
と
輝
き
を
放

っ
て
い
る
の
だ
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
果
物
は
た
だ
見
た
目
が

美
し
い
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
の
品
質
の
良
さ

は
オ
ー
ナ
ー
の
果
物
を
見
る
目
の
鋭
さ
と
、
仕

入
れ
先
と
の
付
き
合
い
の
深
さ
に
掛
か
っ
て
お

り
、
お
互
い
が
納
得
し
て
初
め
て
最
高
の
品
を

仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
か
ら
、
初
め
て
訪
れ
る
客
の
多
く
は
、

そ
の
店
の
腕
前
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、
ま

ず
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
の
盛
り
合
わ
せ
を
注
文
す

る
。
自
分
の
好
き

な
果
物
を
プ
ラ
ス
し

て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で

も
い
い
。
台
湾
の
果
物
は
糖
度

が
非
常
に
高
く
、
一
皿
食
べ
て
い
る
と
口
の
中

が
甘
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
う
た
め
、
か
き
氷
屋

で
は
通
常
、
甘
草
と
砂
糖
と
塩
を
混
ぜ
た
「
甘

草
糖
」
と
い
う
粉
末
も
一
緒
に
提
供
さ
れ
る
。

そ
の
優
し
い
塩
加
減
が
、
甘
さ
で
麻
痺
し
た
味

覚
を
中
和
し
て
く
れ
る
の
だ
。

漢
方
薬
の
中
で
「
調
和
」
の
性
質
を
持
つ

と
言
わ
れ
て
い
る
甘
草
は
果
物
に
よ
っ
て
た
ま

っ
た
熱
や
冷
え
を
相
殺
し
て
く
れ
る
の
で
、
こ

れ
は
と
て
も
体
に
良
い
食
べ
合
わ
せ
と
も
言
え

る
。
そ
の
他
に
カ
ッ
ト
ト
マ
ト
を
注
文
す
る
人

も
い
る
。
昔
な
が
ら
の
食
べ
方
は
、
緑
が
か
っ

た
「
黒
柿
ト
マ
ト
」
に
黒
砂
糖
と
生
姜
と
醤
油

懐
か
し
さ
い
っ
ぱ
い
の

台
南
老
舗
か
き
氷
屋

あ
る
時
、

日
本
人
の
友
人
が

私
に
「
台
湾
人
は
マ
ン
ゴ

ー
か
き
氷
が
好
き
か
？
」
と
尋
ね
て
き
た
。

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
眼
を
輝
か
せ
て
い
る

彼
女
を
見
て
、
私
は
と
て
も
答
え
づ
ら
か
っ
た

の
だ
が
、
実
は
私
は
マ
ン
ゴ
ー
ア
レ
ル
ギ
ー

だ
。
だ
か
ら
私
は
人
生
の
中
で
、
ま
だ
一
度
も

マ
ン
ゴ
ー
か
き
氷
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い
。

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
、
オ
レ
ン
ジ
色
の

果
実
を
小
さ
な
山
の
よ
う
に
積
み
重
ね
て
上

か
ら
練
乳
を
か
け
た
あ
の
マ
ン
ゴ
ー
か
き
氷

は
、
マ
ン
ゴ
ー
の
産
地
で
は
な
い
台
北
市
で

生
ま
れ
た
。
中
学
生
ぐ
ら
い
の
時
に
台
北
の

マ
ン
ゴ
ー
か
き
氷
の
値
段
を
聞
い
て
、
中
南

部
の
友
人
た
ち
と
一
緒
に
「
そ
の
値
段
な
ら

こ
っ
ち
で
は
山
の
よ
う
に
買
え
る
」
と
笑

果 物 屋

 / /マンゴー
カキ
氷

マンゴー
カキ
氷

\\

 \ \トマトスライス
/

トマトスライス
/

 \ \八宝氷
/

八宝氷
/

鳳梨 ·西瓜 ·百香果 ·哈密瓜 ·芒果 ·草莓 ·鳳梨 ·西瓜 ·百香果 ·哈密瓜 ·芒果 ·鳳梨 ·西瓜 ·百香果 ·哈密瓜

鳳梨 ·西瓜 ·百香果 ·哈密瓜 ·芒果 ·草莓

粉圓冰 ·紅豆冰 ·綠豆冰 · 芒果冰 ·牛奶冰 ·八寶冰 ·粉圓冰 ·紅豆冰 ·綠豆冰 · 芒果冰 ·牛奶冰 ·八寶冰 ·粉圓冰

文
／
謝
金
魚

037 036



037

っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
い
つ
の
頃
か
ら

か
、
中
南
部
で
も
マ
ン
ゴ
ー
か
き
氷
が
売
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
マ
ン
ゴ
ー
の
里
と
呼
ば
れ
る

台
南
玉
井
に
は
「
マ
ン
ゴ
ー
か
き
氷
一
条
街
」

と
い
う
通
り
も
で
き
た
。
流
行
が
食
文
化
に
与

え
る
影
響
は
す
ご
い
も
の
だ
。

台
南
の
昔
な
が
ら
の
か
き
氷
屋
は
、
ほ
と
ん

ど
が
「
水
果
店
（
果
物
屋
）
」
と
い
う

看
板
を
掲
げ
て
お
り
、
店
の
前
に

は
黄
金
色
に
輝
く
バ
ナ
ナ
や

青
々
と
し
た
艶
や
か
な
ア

ボ
カ
ド
、
明
る
い
黄
色
の

大
き
な
マ
ン
ゴ
ー
、
滑

ら
か
な
淡
い
緑
の
メ
ロ

ン
、
丸
々
と
し
た
粒
が

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
ブ

ド
ウ
や
、
悪
魔
の
果
実

の
よ
う
な
姿
を
し
た
巨
大
な
ド
ラ
ゴ

ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
、
た
め
息
が
出
る
ほ

ど
立
派
な
果
物
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

ほ
と
ん
ど
で
き
の
悪
い
果
物
し
か
取
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
台
風
シ
ー
ズ
ン
や
梅
雨
で
さ
え
、

か
き
氷
屋
の
前
に
並
ぶ
フ
ル
ー
ツ
軍
団
は
い
つ

も
と
何
一
つ
変
わ
ら
な
い
新
鮮
さ
と
輝
き
を
放

っ
て
い
る
の
だ
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
果
物
は
た
だ
見
た
目
が

美
し
い
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
の
品
質
の
良
さ

は
オ
ー
ナ
ー
の
果
物
を
見
る
目
の
鋭
さ
と
、
仕

入
れ
先
と
の
付
き
合
い
の
深
さ
に
掛
か
っ
て
お

り
、
お
互
い
が
納
得
し
て
初
め
て
最
高
の
品
を

仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
か
ら
、
初
め
て
訪
れ
る
客
の
多
く
は
、

そ
の
店
の
腕
前
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、
ま

ず
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
の
盛
り
合
わ
せ
を
注
文
す

る
。
自
分
の
好
き

な
果
物
を
プ
ラ
ス
し

て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で

も
い
い
。
台
湾
の
果
物
は
糖
度

が
非
常
に
高
く
、
一
皿
食
べ
て
い
る
と
口
の
中

が
甘
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
う
た
め
、
か
き
氷
屋

で
は
通
常
、
甘
草
と
砂
糖
と
塩
を
混
ぜ
た
「
甘

草
糖
」
と
い
う
粉
末
も
一
緒
に
提
供
さ
れ
る
。

そ
の
優
し
い
塩
加
減
が
、
甘
さ
で
麻
痺
し
た
味

覚
を
中
和
し
て
く
れ
る
の
だ
。

漢
方
薬
の
中
で
「
調
和
」
の
性
質
を
持
つ

と
言
わ
れ
て
い
る
甘
草
は
果
物
に
よ
っ
て
た
ま

っ
た
熱
や
冷
え
を
相
殺
し
て
く
れ
る
の
で
、
こ

れ
は
と
て
も
体
に
良
い
食
べ
合
わ
せ
と
も
言
え

る
。
そ
の
他
に
カ
ッ
ト
ト
マ
ト
を
注
文
す
る
人

も
い
る
。
昔
な
が
ら
の
食
べ
方
は
、
緑
が
か
っ

た
「
黒
柿
ト
マ
ト
」
に
黒
砂
糖
と
生
姜
と
醤
油

懐
か
し
さ
い
っ
ぱ
い
の

台
南
老
舗
か
き
氷
屋

あ
る
時
、

日
本
人
の
友
人
が

私
に
「
台
湾
人
は
マ
ン
ゴ

ー
か
き
氷
が
好
き
か
？
」
と
尋
ね
て
き
た
。

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
眼
を
輝
か
せ
て
い
る

彼
女
を
見
て
、
私
は
と
て
も
答
え
づ
ら
か
っ
た

の
だ
が
、
実
は
私
は
マ
ン
ゴ
ー
ア
レ
ル
ギ
ー

だ
。
だ
か
ら
私
は
人
生
の
中
で
、
ま
だ
一
度
も

マ
ン
ゴ
ー
か
き
氷
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い
。

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
、
オ
レ
ン
ジ
色
の

果
実
を
小
さ
な
山
の
よ
う
に
積
み
重
ね
て
上

か
ら
練
乳
を
か
け
た
あ
の
マ
ン
ゴ
ー
か
き
氷

は
、
マ
ン
ゴ
ー
の
産
地
で
は
な
い
台
北
市
で

生
ま
れ
た
。
中
学
生
ぐ
ら
い
の
時
に
台
北
の

マ
ン
ゴ
ー
か
き
氷
の
値
段
を
聞
い
て
、
中
南

部
の
友
人
た
ち
と
一
緒
に
「
そ
の
値
段
な
ら

こ
っ
ち
で
は
山
の
よ
う
に
買
え
る
」
と
笑

果 物 屋
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（
楊
桃
乾
）·

す
も
も
の
塩
砂
糖
漬
け
（
李
仔
鹹
）·

土
マ
ン
ゴ
ー
の
砂
糖
漬
け
（
芒
果
青
）
な
ど
。
さ

ら
に
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
シ
ロ
ッ
プ
煮
を
加
え
る
人

も
い
る
。
そ
れ
ら
を
真
っ
白
い
ふ
わ
ふ
わ
の
氷
の

上
に
幾
層
に
も
重
ね
、
最
後
に
シ
ロ
ッ
プ
を
か
け

て
い
た
だ
く
。
甘
じ
ょ
っ
ぱ
く
て
微
か
に
酸
っ
ぱ

い
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
美
味
し
さ
で
、
唾
液
の
分

泌
を
促
し
の
ど
を
潤
す
効
果
も
あ
る
。

か
き
氷
屋
は
そ
の
小
さ
な
店
の
中
で
実
に
様
々

を
混
ぜ
た
タ
レ
を
つ
け
て
食
べ
る
と
い
う
も
の
。

甘
じ
ょ
っ
ぱ
く
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
ス
パ
イ
シ
ー
な
味

に
な
る
。
生
姜
と
黒
砂
糖
は
昔
か
ら
身
体
を
温
め

る
食
材
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
フ
ル
ー
ツ
の
冷
や

す
性
質
を
中
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
き
氷
屋
に
来
る
客
は
家
族
連
れ

ば
か
り
で
な
く
、
学
生
や
カ
ッ

プ
ル
も
多
い
。
彼
ら
は
通
常

暑
さ
真
っ
盛
り
の
昼
過
ぎ

に
出
没
し
、
や
や
高
価
な

カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
の
盛
り

合
わ
せ
よ
り
も
、
財
布
に

優
し
い
か
き
氷
を
好
ん
で

注
文
す
る
傾
向
が
あ
る
。

あ
ず
き
か
き
氷
や
愛
玉
か

き
氷
は
人
気
の
定
番
メ
ニ
ュ

ー
。
ち
ょ
っ
と
洋
風
な
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
ミ
ル
ク
か
き
氷
も
人
気
だ
。

で
も
初
め
て
台
南
に
来
た
方
に
は
ぜ
ひ
「
四

果
か
き
氷
」
を
試
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
す

る
。
「
四
果
」
は
「
果
物
の
砂
糖
漬
け
4
種
類
」

と
い
う
意
味
だ
が
、
必
ず
し
も
4
種
類
と
は
限

ら
な
い
。
通
が
好
む
組
み
合
わ
せ
は
、
細
切
り
パ

パ
イ
ヤ
（
木
瓜
籤
）·

ド
ラ
イ
ス
タ
ー
フ
ル
ー
ツ

な
商
品
を
販
売
し
て
い
る
。
も
と
も
と
取
り
扱
っ

て
い
た
果
物
に
加
え
、
冷
た
い
飲
み
物
や
か
き
氷

も
扱
う
よ
う
に
な
り
、
現
代
的
な
マ
ン
ゴ
ー
か
き

氷
や
イ
チ
ゴ
か
き
氷
な
ど
、
ほ
ぼ
何
で
も
揃
っ
て

い
る
の
だ
。
経
営
学
的
側
面
か
ら
見
れ
ば
あ
ま
り

合
理
的
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
時
代

の
流
れ
に
従
い
徐
々
に
付
け
加
え
ら
え
て
行
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
店
の
柔
軟
性
と
多
様
性
が
表

れ
て
お
り
、
幼
い
頃
か
ら
大
人
に
な
る
ま
で

ず
っ
と
こ
こ
で
過
ご
し
て
き
た
楽
し
い
思

い
出
の
ひ
と
時
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も
こ
こ
へ
来
て
、
そ
の
味
と
懐
か

し
さ
を
味
わ
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
●
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東
山
カ
フ
ェ
通
り
と
い
う
名
の
道
に

広
が
る
緑
の
風
景
の
中
で
火
焰
木
が
情
熱
の
シ
グ
ナ
ル
を
綴
っ
て
い
る

青
空
の
下　

そ
の
赤
い
輝
き
を
眺
め
て
い
る
と

こ
の
花
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
革
命
の
花
と
見
な
さ
れ
る
の
か
を

よ
う
や
く
理
解
す
る
こ
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⚹

P r o f i l e

李 敏 勇  リー ・ ミンヨン

台湾屏東人。1947年に高雄で生まれ、大学時代は歴史を専攻。現在は台北市民。大学卒業
後は文学界に身を投じ、時誌「笠」の編集、「台湾文芸」社長、「台湾筆会」会長などを歴
任。著書は「雲的語言」「暗房」「鎮魂歌」、中英対訳時集「思慕與哀愁」などの作品のほ
か、散文、小説、文学評論、社会評論集など90冊あまりを数える。巫永福評論賞、吳濁流新
詩賞、걾和文学賞、第11回国家文芸賞、2022年第4回行政院文化賞受賞。
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039



040

ନ޲ď㊢ōƒŚŞନ޲ď㊢ōƒŚŞ
ŚƓťİⰷŚƓťİⰷ

İྜྷİଭ૫ژ܇İྜྷİଭ૫ژ܇
ıĽıĽ ŕīĎᙖⰀŕīĎᙖⰀ

Ⅻ⩯ĭỄÿİĢęᩧŔⅫ⩯ĭỄÿİĢęᩧŔ
᫲ąĢὀ⩯スーƎ᫲ąĢὀ⩯スーƎ

ཏઃİģŊćģŕ׌ྜྷ

ཏઃİģŊćģŕ׌ྜྷ

ྜྷİċⓅŌĩ㞍ĭʑĻŋ
ྜྷİċⓅŌĩ㞍ĭʑĻŋŎōගଭതͅᔖ٦䑩ྺڔ䑪
Ŏōගଭതͅᔖ٦䑩ྺڔ䑪İ㔙ąİ㔙ą ڔڔ

ᔖᔖ䒥䒥イイララスストト䑖䑖��EEDD??䒗䒗ᑀᑀͽͽ

ア
ン
ギ
ギ

ア
ン
ギ
ギ

～
真
っ
赤
な
台
南
～

～
真
っ
赤
な
台
南
～

❿㉕㉕䒇ŖンŤŤ䒈ı܇᱈㊱ĩ䑩ŀĦčĦč䑪❿㉕㉕䒇ŖンŤŤ䒈ı܇᱈㊱ĩ䑩ŀĦčĦč䑪
İᅪݺİᅪݺ。。ۢཁ䑳ژ܇ᓹᦳ㈃൅ᕜ㉕䑴ŔᎳąġᖣۢཁ䑳ژ܇ᓹᦳ㈃൅ᕜ㉕䑴ŔᎳąġᖣ
ĭژ܇İㅐ㝢Ōĩ㳋Ńġ➚ᙲŔ㇧Ĩąġŋ䐬ķĭژ܇İㅐ㝢Ōĩ㳋Ńġ➚ᙲŔ㇧Ĩąġŋ䐬ķ
㔙ąńİĎġđėŕăōĕ㔙ąńİĎġđėŕăōĕ ĭᩂ̒ď䐬ᷣ Ễİ଻ĭᩂ̒ď䐬ᷣ Ễİ଻
㲏ń⋨ŀĦĨژ܇İヰԔͰĎ⌂Ħ㔙ĭ㇧ĉġİ㲏ń⋨ŀĦĨژ܇İヰԔͰĎ⌂Ħ㔙ĭ㇧ĉġİ
ĩ䑩ژ܇❿㉕㉕䑪ĩ䑩ژ܇❿㉕㉕䑪 ęĨŀęĨŀ ŃĨŁġŃĨŁġ。。

ㅐ㝢Ōİۼąദıㅐ㝢Ōİۼąദı
㔙ą㮽ቢ㔙ą㮽ቢ 㔙ƣンŢİ㔙ƣンŢİ
૫Ď଱ą૫Ď଱ą

ㅐ㝢ŌĭԒōㅐ㝢ŌĭԒō ᄨỄ⊑Ĭ㔙ąᘺŔ⌝ġċఔėŕĎᄨỄ⊑Ĭ㔙ąᘺŔ⌝ġċఔėŕĎ
㔙ąៗೖĭ཭ĦĨጤዺŔęĨđŎō㔙ąៗೖĭ཭ĦĨጤዺŔęĨđŎō

ąਮ㮽ۼĬ⫐܆ĩࠖɲ̇ĩń㝢ヨژ܇ąਮ㮽ۼĬ⫐܆ĩࠖɲ̇ĩń㝢ヨژ܇

0RQLBཇϪ
台南出身のフリーイラストレーター。日常の中で起こる小

さな出来事を観察することに長け、そうした物事を通じて感
じたことをイラストや様々な媒材で表現し、作品や物語として人々に紹
介している。著書にイラストエッセイの『日本観察日記』、『台南散歩観
察日記』がある。Instagram（goodmoni_art）にて他の作品も公開中。

本編は新活水 2024 年 11 月号／ 44 期「有垃圾的人 Lord of the Trash」を再編集したものです。

『FOUNTAIN 新活水』の毎号のテーマは社会の脈動と密接に関
連しています。文化的観点から、地域・境界・世代を超えて交
差する精神を強調し、重要な問題や現象の詳細な討論と発掘を
行っています。鮮烈な視覚的美学が魅力の雑誌は文化的対話を
構築するための重要なプラットフォームになっています。

梁ഡ僱)2817$,1 АҠӞ僲则删
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2024 年

月份 人数 每日平均人数

1 95,693 3086

2 101,464 3498

3 151,756 4895

4 86,587 2886

5 98,184 3167

6 76,108 2537

7 73,734 2379

8 111,759 3605

9 109,795 3660

10 116,692 3764

小計 1,021,772 3350

11

12

合計

2023 年

人数 每日平均人数

27,606 890

45,715 1,632

63,017 2,032

51,851 1,728

77,464 2,498

58,767 1,958

70,975 2,289

97,772 3,153

94,697 3,156

97,534 3,146

685,398 2,255

119,935 3,997

122,902 3,964

928,235 2,543

比 較

増減

246.64%

121.95%

140.82%

66.99%

26.75%

29.51%

3.89%

14.31%

15.94%

19.64%

49.08%

2024 年

月份 人数 每日平均人数

1 494,657 15,957

2 503,512 17,362

3 481,705 15,539

4 457,209 15,240

5 464,763 14,992

6 574,588 19,153

7 566,497 18,274

8 553,185 17,845

9 472,231 15,741

10 471,981 15,225

小計 5,040,328 16,526

11

12

合計

2023 年

人数 每日平均人数

266,999 8,612

251,909 8,996

283,242 9,316

293,906 9,796

306,471 9,886

390,723 13,024

426,115 13,745

403,759 13,024

380,740 12,691

423,915 13,674

3,427,779 11,276

402,161 12,973

395,864 12,770

4,225,804 11,578

比 較

増減

85.27%

99.88%

70.07%

55.56%

51.65%

47.06%

32.94%

37.01%

24.03%

11.34%

47.04%

2 0 2 4
JAN—OCT

出 入 国
人 数 統 計

2024 年（  単位：人）

月別 合計（A） 僑民（C） 外国人（E） 每日平均人数

1 589,961 112,753 477,208 19,031

2 648,348 133,863 514,485 22,357

3 811,608 157,371 654,237 26,181

4 610,146 114,235 495,911 20,338

5 581,748 120,744 461,004 18,766

6 571,510 137,116 434,394 19,050

7 539,454 152,030 387,424 17,402

8 616,922 180,113 436,809 19,901

9 575,455 116,757 458,698 19,182

10 661,115 124,063 537,052 21,326

小計 6,206,267 1,349,045 4,857,222 20,348

11

12

合計

2023 年（  単位：人）

   合計（B）   僑民（D） 外国人（F） 每日平均人数

254,359 23,520 230,839 8205

369,098 30,542 338,556 13,182

486,171 78,182 407,989 15,683

553,211 119,421 433,790 18,440

516,396 115,848 400,548 16,658

509,693 128,513 381,180 16,989

543,388 164,867 378,521 17,528

590,458 181,884 408,574 19,047

538,658 117,996 420,662 17,955

621,649 115,389 506,260 20,053

4,983,081 1,076,162 3,906,919 16,391

689,105 124,519 564,586 22,970

814,765 174,630 640,135 26,282

6,486,951 1,375,311 5,111,640 17,772

比 較 増 減

合計（A／B） 僑民（C／D） 外国人（E／F）

131.94% 379.39% 106.73%

75.66% 338.29% 51.96%

66.94% 101.29% 60.36%

10.29% -4.34% 14.32%

12.66% 4.23% 15.09%

12.13% 6.69% 13.96%

-0.72% -7.79% 2.35%

4.48% -0.97% 6.91%

6.83% -1.05% 9.04%

6.35% 7.52% 6.08%

24.55% 25.34% 24.32%

月 份 2024 年（  単位：人） 2023 年（  単位：人） 比 較 増 減

1 1,281,751 696,474 84.03%

2 1,389,474 652,943 112.80%

3 1,321,971 736,283 79.55%

4 1,347,523 830,184 62.33%

5 1,360,781 877,833 55.02%

6 1,566,852 1,131,234 38.51%

7 1,572,801 1,235,822 27.27%

8 1,547,087 1,182,468 30.84%

9 1,364,271 1,080,168 26.30%

10 1,409,979 1,218,643 15.70%

小計 14,162,490 9,642,052 46.88%

11 1,096,976

12 1,056,806

合計 11,795,834
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訪 台 旅 客 総 数

外 国 人 旅 客 数

（うち日本人旅客数）

僑 民 旅 客 数

出 国 者 人 数

*（　）内は昨年同期比

6,206,267

4,857,222

1,021,772

1,349,045

14,162,490

（ 24.55% ）
（ 24.32% ）
（ 49.08% ）
（ 25.34% ）
（ 46.88% ）
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